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ポニーのプリンちゃんとかけっこする子どもたち

末吉清和さん（宮原地区）
軽種決勝レース「菊花賞」を制す

迫力あるレースに会場から
歓声があがる

　11
月
２
日
、
綾
馬
事
公
苑
で
九
州
最
大

の
草
競
馬
「
第
33
回
綾
競
馬
」
が
開
催
さ

れ
た
。当
日
は
心
配
さ
れ
た
天
候
の
崩
れ

も
な
く
、
穏
や
か
な
競
馬
日
和
の
中
、
今

回
も
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
や
ポ
ニ
ー
レ
ー
ス

な
ど
全
12
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
た
。

　綾
町
は
古
く
か
ら
馬
の
産
地
で
あ
り
、

今
も
競
走
馬
・
乗
馬
用
の
馬
が
飼
育
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
に
と
っ
て
も

愛
着
あ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

　馬
が
駆
け
抜
け
る
瞬
間
に
は
、
馬
場
を

強
く
踏
み
込
む
瞬
間
に
蹄
の
音
が
響
き

そ
の
様
子
は
迫
力
あ
り
、
レ
ー
ス
毎
に
決

ま
る
着
順
が
確
定
す
る
と
多
く
の
競
馬

フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
た
く
さ
ん
の
観
客
が
歓
声
を
あ
げ
て

い
た
。

　ま
た
、
今
年
も
昼
食
時
間
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
は
Ｊ
Ｒ
Ａ
の
か
わ
い
い
ポ

ニ
ー
の
プ
リ
ン
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
、
色
々

な
技
の
披
露
や
ち
び
っ
こ
と
の
か
け
っ

こ
す
る
様
子
に
場
内
で
は
笑
顔
が
溢
れ

て
い
た
。
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ラ
ソ
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開
催

馬
の
駆
け
抜
け
る
迫
力
に
多
く
の
観
客
が
魅
了
さ
れ
る

　10
月
19
日
、
綾
町
自
然
休
養
村
公
園
を

メ
イ
ン
会
場
に
28
回
目
の
「
綾
・
照
葉
樹

林
マ
ラ
ソ
ン
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
全
国

各
地
（
遠
く
は
宮
城
県
か
ら
の
参
加
）
か
ら

小
学
生
か
ら
高
年
者
ま
で
あ
わ
せ
て
７
’

２
２
７
人
の
綾
マ
ラ
ソ
ン
フ
ァ
ン
が
参
加

し
た
。

　参
加
し
た
選
手
た
ち
は
綾
の
広
大
な
照

葉
樹
林
と
田
園
風
景
の
中
を
秋
風
を
受
け

な
が
ら
、
自
己
記
録
に
挑
戦
し
完
走
を
目

指
し
た
。ま
た
、
親
子
、
職
場
の
同
僚
や
友

人
ら
と
参
加
し
交
流
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

が
思
い
思
い
に
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
い

た
。　ま

た
、
沿
道
で
は
多
く
の
町
民
、
参
加
者

の
家
族
や
友
人
な
ど
が
ラ
ン
ナ
ー
へ
あ
た

た
か
い
声
援
を
送
り
そ
の
応
援
に
応
え
る

よ
う
に
選
手
た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
走

り
続
け
た
。

　今
年
も
地
区
公
民
館
や
町
内
外
の
企
・

団
体
等
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し

た
。コ
ー
ス
上
に
は
多
く
の
給
水
所
が
設

置
さ
れ
、
多
く
の
監
察
ス
タ
ッ
フ
が
選
手

た
ち
を
見
守
っ
た
。こ
う
し
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り
毎
年
大
会
を
安
全

に
運
営
で
き
て
い
る
。人
々
の
ぬ
く
も
り

に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
こ
の
「
綾
マ
ラ

ソ
ン
」。今
後
も
さ
ら
に
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー

を
魅
了
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

広
大
な
照
葉
樹
林
と
田
園
風
景
の
中
を
快
走

多くの綾競馬ファンで

お楽しみ券売り場が

賑わった

今年も前田町長はランナーとしても参加した

ハーフスタート！みなさんがんばってください！

未来の豊かな森づくり
　会場では、セブンイレブン記念

財団による環境保全プログラム

「綾の森をつくろう」として『未来

の豊かなもりづくり』体験が行わ

れ、多くの人が紙ネッコンづくり

に参加した。この紙ネッコンは後

日、三本松橋近くのセブンイレブ

ンの森に植樹された。

　「カミネッコン」とは再生紙段ボールを使った紙枠

型の植樹ポットのこと。 

　「紙」で「根っこ」を「コン

パクト」に守って植樹する

ことに由来する。 「紙ねっ

こん」はポットに土と苗木

を入れ、その苗木に適し

た環境に置き、自然に根

付くのを待つ。

1.今年も公民館、中学
生他多くの町民がボ
ランティアスタッフ
として参加した
2.多くの子どもたちも
大人と一緒に参加し
た
3.最後の坂は選手に
とっての最終の難関
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月12～アヤスタイル～

お知らせ＆情報お知らせ＆情報

～お知らせ＆情報～

　後期高齢者医療に加入している人は、健康診査が無料で受けられます。
　健診を受けていない人は、ぜひ受診してください。なお、定期的に通院している人は、か
かりつけの医師とご相談ください。

１．期　　　間　　平成２７年２月２８日(土)まで

２．場　　　所　　綾町内の医療機関（次のうち、いずれか１カ所で受診してください）
　　　　　　　　　・綾外科　☎77-3355　　　　　　・綾立元診療所　☎77-0333
　　　　　　　　　・たまきクリニック　☎77-2512　・結い診療所　☎30-7383

３．対　象　者　　後期高齢者医療被保険者（緑色の保険証をお持ちの人）

４．費　　　用　　無料（年１回のみ）

５．必要なもの　　保険証

６．健 診 項 目　　問診、身体計測、診察、尿検査、血圧測定、
　　　　　　　　　血液検査（脂質、肝機能、腎機能、血糖）

※健診に行く時は、朝食をとらずに受診してください
※６カ月以上入院している人および施設に入所している人は、同等の診察を受けていますので、
　今年度は対象外となります

　綾町では、平成28年度から平成32年度の５年間のまちづくりの方
向性と施策などを定める「第七次綾町総合長期計画」を策定します。
　そこで、町民の皆さんが考える「住みよい町・住みたい町」とは
どういう町かを調査するため、18歳以上を対象にアンケート調査を行います。アンケート
は、無作為に抽出された人へ郵送されます。調査の目的、趣旨をご理解のうえご協力をお願
いします。

＊宛名のご本人がお答えください。ただし、ご本人がお答えになれない場合、
　ご家族がお答えください。
＊お答えいただいた内容は統計的に処理し、プライバシーにかかわる内容を　
　公表することは絶対にありません。
＊調査票（アンケート）は12月上旬から対象となる人に発送します。

（企画財政課）

 投票のできる人（選挙人名簿に登録されている人）

　●平成6年12月22日までに生まれた人
　●平成26年9月3日までに転入届をし、引き続き町内に住んでいる人
【 県内のほかの市町村に転出した人の投票 】
●平成26年８月21日以降に県内の他市町村へ１回だけ転出した人で、新住所地の市町村名簿に
登録されていない人は、次のいずれかの方法で投票することになります。
①旧住所地で投票（期日前投票を含む）を行う
②旧住所地の選挙管理委員会に投票用紙などの請求をし、新住所地で不在者投票を行う
※どちらの場合でも新住所地の市町村長の居住証明が必要です

 選挙当日投票に行けない方は期日前投票をご利用ください

●投票日に仕事や旅行などで投票できない場合は、期日前投票ができます
●投票用紙を直接投票箱に入れるだけで投票ができます（宣誓書の提出が必要、印鑑は不要です）

期日前投票のできる期間　　12月5日（金）～12月20日（土）
　　　　〃　　　　場所　　役場庁舎玄関ロビー会議室
　　　　〃　　　　時間　　午前８時30分～午後８時

　　　※但し、12月14日（日）は、町体育館で行います。

 投票入場券

　入場券を発送しますので、入場券に記載された投票所に、ハサミで切り離してご持参ください。
　入場券をなくしたり、届かなかったときでも選挙人名簿に登録されていれば投票できますので、
投票所の受付に申し出てください。入場券は12月５日(金)までに手元に届く予定です。

 不在者投票

　期日前投票のほか、①病院などの施設で行う投票　 ②郵便投票 　③名簿登録地以外での投票　
④選挙期日には、満20歳に達するが投票の時点ではまだ20歳に到達していない人の投票について
は、「不在者投票」を行ってください。投票期間や投票場所などは、期日前投票と同様です。

 郵便による投票

　身体に重度の障害がある人は郵便により自宅などで投票できる制度があります。ただし一定の制
限があり、また、あらかじめ申請をしていただく必要があります。詳しくは、早めに選挙管理委員
会に問い合わせください。

対 象 者　　身体障害者手帳などをお持ちで、法令で定める重度の障害のある人
請求期限　　12月17日（水）まで

 開票の時間・場所

　投票日当日の午後８時から高年者研修センターで行います。

不明な点については、綾町選挙管理委員会（☎77－1112）にお問い合わせください

投　 票　 日　　12月21日 （日）

投票所と時間　（第１投票所） 綾町体育館　　　　　　午前７時～午後６時
　　　　　　　（第２投票所） 倉輪営農研修センター　午前７時～午後５時

12月21日（日）は、 宮崎県知事選挙の投票日です
大切な一票です。棄権をせずに投票に行きましょう

投票入場券を
お持ちの場合は
ご持参ください
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障がい者に関するマークは次のようなものがあり、さまざまな障がいの内容を分かりやすく
示しています。マークの意味を知り、見かけたら、ご理解とご協力をお願いします。

①障がい者のための国際シンボルマーク

すべての障がい者が利用できる

建物、施設であることを明確に

表す世界共通のマークです（車

いすを利用する障がい者限定で

はありません）。

 
②耳マーク

聞こえが不自由なことを表しま

す。聴覚障がい者は見た目に分

からないので誤解や不利益が生

じやすいもの。このマークを提

示されたら、相手が「聞こえな

い」ことを理解し、協力をお願

いします。

 
③ほじょけんマーク

身体障がい者補助犬（盲導犬、

介助犬、聴導犬）の同伴啓発の

マークです。補助犬はペットで

はなく、体の不自由な人の体の

一部。マナーや衛生面はきちん

と徹底されています。

 
④盲人のための国際シンボルマーク

視覚障がい者のための世界共通

のマークです。視覚障がい者の

安全やバリアフリーに考慮され

た建物、設備、機器（信号機や

国際点字郵便物・書籍など）で

見かけます。

 

⑤オストメイトマーク

人工肛門・人工ぼうこうを造設し

ている人（オストメイト）のため

の設備があることを意味し、対応

トイレの入口・案内誘導プレート

に表示されています。

 
⑥ハート・プラスマーク

身体内部に障がいがある人を表し

ます。中には「電車などの優先席

に座りたい」「近くでの携帯電話

使用を控えてほしい」といったこ

とを希望していることがありま

す。

 

⑦身体障がい者標識

肢体不自由が理由で免許に付帯条

件のある人が、運転する車に表示

します。危険防止のためやむを得

ない場合を除き、このマークを付

けた車に幅寄せや割り込みをした

運転者は罰せられます。

 
⑧聴覚障がい者標識

聴覚障がいが理由で免許に付帯条

件のある人が、運転する車に表示

します（義務）。危険防止のため

やむを得ない場合を除き、このマ

ークを付けた車に幅寄せや割り込

みをした運転者は罰せられます。

　平成27年度（平成27年４月１日（水）～28年３月31日（木））に保育施設への入所を希望

される児童の保護者は、次の事項を確認のうえ申込手続をしてください。

●入所基準　　次のいずれかの事情で家庭での保育ができない場合
① 仕事をしている

② 出産予定日前の８週前または産後の８週以内である

③ 疾病もしくは負傷し、または身体に障害がある

④ 長期にわたり病気・障がい者の介護をしている

⑤ その他の理由により、家庭内保育ができない

●新規申し込みについて　　平成27年４月１日（水）から保育施設に入所を申し込む人

提出期限：平成 27年１月 16日 （金）
提 出 先：綾町役場福祉保健課（保育施設では受付できません）

◆申込書の様式は、12月１日（月）より役場窓口にて配布、または綾町ホームページから

　ダウンロードできます

◆申込書の提出期限を厳守してください（全書類の提出順で入所決定するため）

◆定員を超えた場合や就労の状況によっては、希望した保育施設に入所できない場合があります

●募集保育施設

●同施設継続入所申し込みについて　現在入所している保育施設に入所を申し込む人

提出期限：平成 27年１月 16日 （金）
提 出 先：現在入所中の保育所

注） 現在入所している保育施設とは異なる保育施設に入所希望する場合は、「新規入所」扱いと　

　  なり、新規申込手続が必要となります。

■ 問い合わせ　福祉保健課　☎７７－１１１４

平成27年度 保育施設（町立保育所・綾保育園）入所のご案内

保育所名

南俣保育所

北俣保育所

中坪保育所

綾 保 育 園

区　分

町　　　立

私　　　立

定　員

各 60 人

80 人

受入区分

10カ月以上

6カ月以上

3カ月以上 ～ 3歳児

平成27年度より「子ども・子育て支援新制度」がスタートします。
　　詳細は、綾町ホームページに記載しています。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

12月3日（水）～9日（火）は、 障がい者週間です。

ご存知ですか？ 街で見かける障がい者に関するマーク
※町では、法令の名称など一部を除き、「障がい」と表記しています
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設置に伴う負担金および月々の使用料

川を守るきれいな排水
町では浄化槽の設置を
推進しています
浄化槽設置から維持管理までを町が行います。

浄化槽の設置者を募集しています

休暇取得に向けた環境づくりに取り組みましょう!

　町では、公共下水道・農業集落排水処理区域以外の全域を浄化槽整備区域と定め、
快適な生活が営めるように町設置型の浄化槽事業を推進しています。

10  人  槽

浴室および台所が
２カ所以上

135,000円

4,420円

７  人  槽

延べ床面積
130㎡以上

104,000円

3,390円

５  人  槽

延べ床面積
130㎡未満

86,000円

2,870円

浄化槽の規模　

　　

負担金（１回払い）

使用料　（月々）　

＊70歳以上のみの世帯は、負担金を免除します。
＊70歳以上のみの世帯は、浄化槽設置に伴う宅内工事を町が代行施工し、
　かかった費用を10年以内で返済する制度もあります

　年次有給休暇を計画的に取得して、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を図りまし
ょう。休暇取得に向けた環境づくりには、それぞれの立場で皆さんが当事者となって協力して取り
組むことが必要です。
　具体的には、次のようなことが考えられます。

① 経営トップによる社内への休暇取得推進の呼びかけ
② 管理者が率先して休暇取得
③ 労働組合などによる企業、従業員への働きかけ

　計画的な休暇取得のために事業場全体の年間計画に、年次有給休暇を組み込みましょう。
(宮崎労働局労働基準部・綾町総務税政課)

詳しくは町民生活課へご相談ください！

　　　　　　町民生活課　生活環境係　（☎７７－３４６５）

水洗トイレ改造資金の融資あっせんなどについて

水洗トイレに改造される工事費などを一時に負担することが困難な人、その他の一定の条件を満たして
いる人について、水洗トイレ改造資金の融資あっせん・利子補給制度があります。
その他、70歳以上の世帯については、町が委託を受けて接続工事手続などを代行する制度もありま
す。詳しくは上下水道係（☎77-3467）までご相談ください。

下水道への接続をお願いします
綾町では名水百選のまちにふさわしい河川環境を守り、快適で衛生的な生活環境を実現するために、

下水道事業を推進しています。下水道整備区域の皆さんは下水道への接続をお願いします。

 使用水量 （13㎜メーター）

８㎥まで（基本料）

10㎥のとき

20㎥のとき

上水道使用料

860 円

1,120 円

2,410 円

下水道使用料

1,080 円

1,330 円

2,630 円

合　　計

1,940 円

2,450 円

5,040 円

西郷設備工業

許斐建設

溝口建設

長友組

尾原電気水道商会

冨川設備

綾友建設

綾川建設

佐藤産業

トクホ建設

井沢建設

77-0389

77-0171

75-1088

77-0054

77-0206

30-7221

77-1082

77-1772

77-2111

77-0028

77-0176

下水道の役割
川や水路がきれいになります
トイレや台所、お風呂などの汚水が下水道で処理され、川や水路がきれいになります。

まちなみがきれいになります
家庭などからの汚水が下水道管に流れるので、家のまわりに汚れた
水がたまらず、まちなみが清潔になります。

トイレを水洗化できます
水洗トイレを使用できるようになり、子どもやお年寄りも安心して
快適な生活ができます。

使用料について
下水道に接続すると基本的に上水道の使用水量により下水道使用料が算出されます。

下水道接続工事について
下水道への接続工事は町の指定を受けた工事店でなければ行えません。
接続工事の見積もりは指定工事店に依頼してください。

下水道排水設備等工事指定店（町内）

工事店名 電話番号 工事店名 電話番号 工事店名 電話番号

町外の指定工事店につきましては役場上下水道係までお問い合わせください。
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～お知らせ＆情報～～お知らせ＆情報～

設置に伴う負担金および月々の使用料
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推進しています
浄化槽設置から維持管理までを町が行います。
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延べ床面積
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浄化槽の規模　

　　

負担金（１回払い）

使用料　（月々）　

＊70歳以上のみの世帯は、負担金を免除します。
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８㎥まで（基本料）

10㎥のとき

20㎥のとき

上水道使用料

860 円

1,120 円
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西郷設備工業

許斐建設

溝口建設

長友組

尾原電気水道商会

冨川設備

綾友建設

綾川建設

佐藤産業

トクホ建設

井沢建設

77-0389

77-0171

75-1088

77-0054

77-0206

30-7221

77-1082

77-1772

77-2111

77-0028

77-0176

下水道の役割
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トイレや台所、お風呂などの汚水が下水道で処理され、川や水路がきれいになります。
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家庭などからの汚水が下水道管に流れるので、家のまわりに汚れた
水がたまらず、まちなみが清潔になります。

トイレを水洗化できます
水洗トイレを使用できるようになり、子どもやお年寄りも安心して
快適な生活ができます。

使用料について
下水道に接続すると基本的に上水道の使用水量により下水道使用料が算出されます。

下水道接続工事について
下水道への接続工事は町の指定を受けた工事店でなければ行えません。
接続工事の見積もりは指定工事店に依頼してください。

下水道排水設備等工事指定店（町内）

工事店名 電話番号 工事店名 電話番号 工事店名 電話番号

町外の指定工事店につきましては役場上下水道係までお問い合わせください。
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～お知らせ＆情報～～お知らせ＆情報～

●平成26年12月まで

●平成27年1月以降

～ 70歳未満の国民健康保険被保険者の皆さんへ ～農林業経営体調査

高額医療費の自己負担限度額が変わります

所　得　要　件区　　分 自己負担限度額

旧ただし書き所得
600万円超

旧ただし書き所得
600万円以下

住民税非課税

Ａ
上位所得者

Ｂ
一般所得者

Ｃ
低所得者

　平成27年１月から、医療費の自己負担が高額になったときの自己負担限度額が変わります。既に

限度額認定証の交付を受けている人は、１月から使用できる認定証を12月中に郵送します。（再交付

の手続きは必要ありません）

１．調査の目的
　全国の農林業の生産構造や就業構造の実態を調査し、攻めの農林水産業の実現に向けた各種農林業施策に必

要な資料の整備を目的として実施します。 

２．調査の体系
⑴ 調査実施

　調査員証を持った調査員が、調査対象を訪問・調査協力依頼のうえ、判定を行い、該当する調査客体に調

査票を配布します。

⑵ 調査方法

　　調査票の配布を受けた調査客体による自計調査

⑶ 調査対象

　農林産物の生産を行う又は委託を受けて農林業作業を行い、生産又は作業に係る面積・頭羽数が一定規模

以上の「農林業生産活動」を行う者（組織の場合は代表者）を対象に行います。

⑷ 調査事項

㋐ 経営の態様　　　　　　　㋑ 世帯の状況　　　　㋒ 農業経営の特徴　　　　　㋓ 経営耕地面積等
㋔ 農業用機械の所有　　　　㋕ 農業労働力　　　　㋖ 農作物の生産・販売状況

㋗ 農作業の委託・受託状況　㋘ 保有山林面積　　　㋙ 林業労働力　　㋚ 育林面積等及び素材生産量

㋛ 林産物の販売状況　　㋜ 林業作業の受託状況　　㋝ その他農林業経営体の現況を把握するために必要な事項

３．調査の時期
　平成27年２月１日（日）現在の状況について、平成27年１～２月に調査を実施します。

４．調査の法的根拠
　統計法（平成19年法律第53号）、統計法施行令（平成20年政令第334号）及び農林業センサス規則（昭和44年農

林省令第39号）に基づいて実施されます。

５．調査の地域
　全国で実施します。

150,000円
●医療費が500,000円を超えた
　場合は超えた分の１％を加算
●多数該当の場合83,400円

80,100円
●医療費が267,000円を超えた
　場合は超えた分の１％を加算
●多数該当の場合44,400円

35,400円
●多数該当の場合24,600円

所　得　要　件区　　分 自己負担限度額

旧ただし書き所得
901万円超

旧ただし書き所得
600万円～901万円以下

旧ただし書き所得
210万円～600万円以下

旧ただし書き所得
210万円以下

住民税非課税

ア

イ

ウ

エ

オ

252,600円
●医療費が842,000円を超えた
場合は超えた分の1％を加算
●多数該当の場合140,100円

167,400円
●医療費が558,000円を超えた
　場合は超えた分の1％を加算
●多数該当の場合93,000円

80,100円
●医療費が267,000円を超えた
　場合は超えた分の1％を加算
●多数該当の場合44,400円

57,600円
●多数該当の場合44,400円

35,400円
●多数該当の場合24,600円

※「旧ただし書き所得」とは、総所得金額などから基礎控除額33万円を控除した額

2015年 農林業センサスが実施されます

経済産業省・都道府県・市区町村

　工業統計調査は、我が国の工業の実態を明らかにすることを
目的とした統計法に基づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は、中小企業施策や地域振興などの基礎資料として
利活用されます。

調査時点は 平成26 年12 月31日 です。
　　調査票へのご回答をお願いいたします。

平成26年工業統計調査を実施します

工業統計キャラクター
コウちゃん
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町税係税のひろば
Tax Information

☎77-1113

固定資産税の償却資産申告が必要です
～太陽光発電を設置している人へ～

　太陽光発電設備は、償却資産（※1）に該当し、申告の対象となる場合があります。以下の『⑴申告が

必要となる人』を参考に、所有されている太陽光発電設備の設置状況を確認してください。申告の対

象となる場合は、毎年１月末までに償却資産の所有状況を申告する必要があります。償却資産申告書

を送付しますので、総務税政課町税係までご連絡ください。

　また、償却資産は課税標準額の合計が150万円未満の場合、固定資産税が課税されませんが、その

場合でも事業を営む限り、償却資産の所有状況の申告は毎年必要となります。ただし、設備によって

は課税標準額を一定期間減らすことができる場合がありますので『再生可能エネルギー発電設備に係

る課税標準の特例について』も確認をお願いします。

　※１　償却資産とは　　製造や小売、農業などの事業を個人または会社で営んでいる人が所有し、その事業のため
に用いることができる構築物や機械、運搬具、器具、備品などの事業用資産のこと。

（1）申告が必要となる人

（2）太陽光発電設備など（再生可能エネルギー発電設備）に係る課税標準の特例

　平成25年度から、固定価格買取制度の認定を受けて取得された再生可能エネルギー発電装備

について、固定資産税の課税標準の特例が適用されています。平成26年度の税制改正で期間が

延長されています。

＜対象設備＞
経済産業省による固定価格買取制度の認定を受けて取得された再生可能エネルギー発電設備（蓄

電装置、変電設備、送電設備を含む）。ただし、住宅など太陽光発電設備（低圧かつ10KW未満）

を除きます。また、平成28年３月31日までに取得された設備が対象です。

＜特例内容＞
対象設備について新たに固定資産税が課せられることとなった年度から３年度分の固定資産税に

限り、課税標準を課税標準となるべき価格の２／３に軽減します。

詳しくは、役場町税係までおたずねください。

～自営業者のみなさんへ～
記帳・帳簿などの保存制度の対象者が拡大されています。

　平成26年１月から、記帳・帳簿などの保存制度の対象が拡大され、事業所得、不動産所得または山林所得を
生ずべき業務を行うすべての人（所得税の申告が必要ない人も含まれる）は、売り上げなどの収入金額、仕入
れや経費に関する金額などを帳簿に記載し、その帳簿や取引に係る請求書・領収書などの書類を保存する必要
があります。
　制度の詳細については、国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）の「個人で事業を行っている方の帳簿の
記載・記録の保存について」をご覧ください。また、税務署が実施する「記帳説明会」などについては、最寄
りの税務署の所得税担当までお問い合わせください。　　宮崎税務署（☎29－2151）※自動音声案内

～事業主のみなさんへ～
給与支払報告書の提出は１月31日(土)までに！

　平成26年中に給料、賃金、賞与などの支払いをした事業主は、平成27年1月31日までに、給与の支払いを受
けている人の平成27年１月１日現在における住所所在地の役所・役場に、「給与支払報告書」に「給与支払報
告書総括表」を添えてご提出ください。
　注） 平成27年１月１日現在で給与などの支給を受けている人、平成26年中に退職した人も、すべてご提出ください。

法人・個人事業主

個　人（住宅用）

全　量　売　電

事業で使用した余剰電力の売電

全量を事業で使用（売電しない）

全　量　売　電

余剰電力の売電

全量を家庭で使用（売電しない）

設　置　者 売　電　方　法 申 告 の 必 要 性

売電方法にかかわらず、太陽光発電設備等は事
業用の資産となり、償却資産の申告が必要です。
※売電しない場合でも申告が必要です。

10KW以上の発電量を全量売電する場合、売電
事業となるため、太陽光発電設備などは事業用
の資産となり、償却資産の申告が必要です。

売電するための事業用の資産とはならないため、
申告は不要です。

　町税や水道料などを納める際は、安心・安全・便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替申請をすると、納期ごとに指定された預貯金口座から自動的に引き落としで納付することになりま
すので、納め忘れがありません。また、納期のたびに現金を用意することや金融機関へ行く必要がありません
ので、仕事が忙しい人や不在がちな人に便利です。一度手続きをすれば、変更・解約のない限りその指定預貯
金口座からの振り替えは自動継続されます。
　振替依頼申請書は、綾町役場・宮崎銀行綾支店・綾町農協・綾郵便局の窓口にあります。

■宮崎銀行　本・支店　　■綾町農業協同組合　　■全国の郵便局

申請された日の翌月から振替開始

振替依頼申請書で変更申請

月末引き落とし（税目ごとに納期月が異なる）※ただし、12月は25日
（振替日が土・日の場合は、金融機関の翌営業日）

＊固定資産税の口座振替申請をされる場合、依頼書の納税義務者欄に納付書に書いてあるとおりの納税義務
者名をご記入ください（例えば、共有名義分の場合、「○○○○外○名」と記入のこと）。

＊振替日において、口座の残高が不足する場合には振替納付されません。その場合、後日、口座振替不能通
知書（振替できませんでしたという通知書）を送付しますので、同封の納付書にて直接納めていただくこ
とになります。納期日には、残高にご注意ください。

＊口座を解約された人、亡くなられた人の口座を登録されている場合、振替納付ができない原因となります。
お早めに口座振替依頼書で新規登録、または解約をお願いします。

納税などは安心・安全・便利な口座振替で！

《取扱金融機関》

《振　替　開　始》

《振替口座の変更》

《振　　替　　日》

４月
１期

１期

５月

１期

６月

１期

２期

７月
２期

３期

８月

２期

４期

９月

５期

10月

３期

６期

11月

７期

12月
３期

８期

１月

４期

９期

２月
４期

10期

３月税　　目

固 定 資 産 税

町 県 民 税

国 民 健 康 保 険 税

軽 自 動 車 税
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町税係税のひろば
Tax Information

☎77-1113
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てるは図書館
Library Information

☎77-0180

※このほかにも、たくさんの本が入っています。

12月のイベント 1月のイベント

読み語りボランティア募集

12月の行事

12月の休館日 毎週月曜日

健康センター
Health Information

☎77-0195

19日（金）

24日（水）

　来年度より綾中学校で、絵本の読み語りを行う予
定です。
　図書館では、中学生へ読み語りボランティアをし
てくださる人を募集しています。絵本の読み方など
の練習会を行いますので、初心者でも大丈夫です。
気軽にお尋ねください。電話でも受け付けています。

＊ＵＭＫアナウンサーによる読み聞かせ
◎日時／12月13日（土）午前10時～10時50分
◎対象／乳児～大人まで　どなたでも
アナウンサーによる絵本の読み聞かせです。

＊綾町生涯学習作品展
◎期間／12月２日（火）～21日（日）
「エコクラフト・水彩画」の生徒による作品を展示
します。

＊綾小路きみまろライブ（DVD放映）
◎日時／１月25日（日）午前10～11時
◎対象／一般
新年に笑って福を呼びましょう。

■おはなし会
　毎週土曜日　午後2時～2時30分
■子ども映写会
　20日（土）　午後2時30分～4時
　「アナスタシア」

あさの あつこ/著

さだ まさし/著

中山 七里/著

宮部 みゆき/著

松本 侑子/著

岡田 貴久子/作

白矢 三恵/作

さいとう しのぶ/作

【一般書】
●警視庁重大事件１００
●るるぶ温泉＆宿九州 ‘15
●血管いきいき健康法
●「森のセラピー音」で薬いらず！ 病気しらず！
●宮崎の色
●かわうそ
●ラストレター
●アポロンの嘲笑
●荒神
●赤毛のアンの幸せになる言葉
 【児童書】
●本について授業をはじめます
●世界は宝物でいっぱい！
●流れ星☆ぼくらの願いがかなうとき 
●おはなしきょうしつ
●じゃがいもじゃがじゃがさつまいも
●すすめ！ きゅうじょたい
●ひかりうりのぴかこさん

笑って楽しめる一冊
『シルバー川柳』　全国有料老人ホーム協会/編  ポプラ社
『女子会川柳』　　シティリビング編集部/編  ポプラ社　
より抜粋
○ 手をつなぐ　昔はデート　今介護
○ 万歩計　半分以上　探しもの
○ 恋かなと思っていたら　不整脈
○ へそくりの　場所を忘れて　妻に聞く
○ 祖母が言う　電車と恋人　待てば来る
○ アマゾンに　売っててほしい　玉のこし
○ 大丈夫　結婚線が　あるかぎり
○ キレイだね 褒められたのは 文字だった

　この本とともに、力を抜いて、楽しく人生を歩
んでみませんか。

乳児相談（おっぱい・育児相談）
■とき／12月12日（金）午後１時～

■対象／乳児と母親

1.6歳児健康診査
■とき／12月19日（金）午後０時40分～

■対象／平成25年２・３・４・５月生

　　　（2月については19～28日生）

　　　　および未受診者

カンガルークラブ
■とき／12月11日（木）午前９時30分～

■対象／妊婦

離乳食教室①（４カ月児）
■とき／12月18日（木）午後1時45分～

幼児歯科健診
■とき／12月15日（月）午後１時～

■対象／平成23年10･11月生

　　　　平成24年４･５・10･11月生

　　　　平成25年10･11月生

妊婦・乳児に関する健診・相談

※12月29日（月）～1月５日（月）まで、年末年始のお
休みとなります。
　新年は１月６日（火）から開館します。　

昨
年
の
展
示

お
は
な
し
会
の
様
子

2日（火）

3日（水）

4日（木）

5日（金）

8日（月）

9日（火）

9日（火）

11日（木）

11日（木）

12日（金）

12日（金）

16日（火）

17日（水）

17日（水）

18日（木）

19日（金）

22日（月）

中　　堂

四　　枝

上　　畑

古　　屋

立　　町

尾　　立

南　　麓

麓

宮　　谷

神　　下

杢　　道

二反野

揚　　町

北　　麓

西中坪

東中坪

宮　　原

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午後1時 30分～

午前9時 30分～

午後1時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午後1時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

午前9時 30分～

＊上畑、立町は栄養教室を行います。
＊中堂、尾立、南麓は健康教室と栄養教室を行います。 

　平成26年度に、40歳・50歳・60歳・70歳に

なる人は今年度歯科健診の対象者です。受診券が

送付されていますので早めに受診してください。

　※ 実施期間は３月31日までです。

歯科健康診断について

　綾町では、次のような不妊治療費の助成を
行っています。

一般不妊治療費（検査・治療・手術・人工授精）
■助成金額／年度上限10万円まで

■助成期間／２年間

特定不妊治療（体外授精・顕微授精）
　宮崎県特定不妊治療費助成金の交付決定を受け

た人について、自己負担額から宮崎県の助成金を

差し引いた額を助成します。

■助成金額／年度上限20万円まで

■助成期間／通算５年度まで

※詳細は、健康センターまでお問い合わせくだ

　さい（担当：村岡）。

不妊治療費の助成について
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『シルバー川柳』　全国有料老人ホーム協会/編  ポプラ社
『女子会川柳』　　シティリビング編集部/編  ポプラ社　
より抜粋
○ 手をつなぐ　昔はデート　今介護
○ 万歩計　半分以上　探しもの
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子どもの気になる「くせ」

子育て支援センター
Childcare Support

☎77-1154

子どもの気になる「くせ」

有機農業開発センター
Agriculture

☎77-0100

親子教室「コアラ」「みんな仲良し運動会」

12月の行事・イベント

３日（水）わくわく広場
■と　き／午前９時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／足育講座
※足育アドバイザー・成田あす香さんを迎えて、
子どもの成長に大切な足の成長と靴の関係につ
いてお話を伺います。

10日（水）親子教室　「コアラ」
■と　き／午前９時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／お正月飾り作り
※手作りの飾りで新年を迎えましょう。
　たくさんの参加をお待ちしています。
　材料はセンターで準備します。

17日（水）ゆったり子育て教室
■と　き／午前９時30分～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／クリスマス会
※サンタさんとトナカイさんの楽しい劇遊びやプ
レゼントを準備しています。たくさん遊びに来
てくださいね。

24日（水）誕生会
■と　き／午前10時～11時30分
■ところ／子育て支援センター
■内　容／12月生まれのお友だちの誕生会

※対象児にはハガキでお知らせしています。
　ハガキが届かない人はご連絡ください。

＊「やめさせる」のではなく「卒業させる」
　指しゃぶりやつめかみなどの、子どもに多く見

られる「くせ」は、赤ちゃんが自分の体を自分で触

って確認する探索行動のひとつとして始まりま

す。乳児期の指しゃぶりは生理的な行動であっ

て、発達するにつれて自然になくなっていきます

が、幼児期になると寂しいときや不安なときなど

に、気持ちを安定させ、自分の居場所を探す行為

のひとつとして無意識に指しゃぶりをすること

があります。このとき、大人が無理にやめさせよ

うとすると、別のくせが出たり、余計にくせに固

執したりします。無理にやめさせるよりも、ほか

に興味を向けさせるなどして、気長に見守る姿勢

が大切です。

　ただし、指しゃぶりは、長期間続けることで歯

並びなどに悪影響が出る場合もあります。もし、

４～５歳児になっても指しゃぶりがなくなる気

配がないようであれば、「お口にバイ菌が入るよ」

「食べ物がうまくかめなくなるよ」など、指しゃぶ

りがよくない理由を分かりやすく子どもに伝え、

「やめさせる」のではなく本人の意志で、納得して

「卒業する」ように促しましょう。

～～～ 一時的保育をご利用ください ～～～
利用時間：月～土曜日（祝祭日を除く）
　　　　　午前8時30分～午後5時15分
利用料金：半日　　500円（おやつ１回）
　　　　　１日　1,000円（副食、おやつ２回）

［女］

［女］

［男］

平26.10. 2生

平26.10.20生

平26.10.24生

河野 由萌ちゃん

鬼束 栞奈ちゃん

黒木 統也ちゃん

（かわの　ゆめ）

（おにつか　かんな）

（くろき　とうや）

保護者：俊寛さん

保護者：真矢さん

保護者：宗一郎さん

［昭和］

［神下］

［昭和］

農業委員会委員選挙人名簿の
登載申請は１月９日(金)までです

　農業委員選挙の選挙権は、毎年１月１日現在の状況

を申請し、選挙人名簿に登載されることで発生しま

す。申請資格は次のとおりです。該当の可能性がある

世帯には申請書を送付しますので、申請書裏面の記載

事項を確認し、提出してください。

【申請資格】

　綾町内に住所のある20歳以上の人で、次の条件を

満たしていること

①10a以上の農地を耕作している人（本人）

②10a以上の農地を耕作している人の同居親族および

その配偶者で、年間60日以上農業に従事している人

③農業生産法人の組合員または社員で、年間60日以

上農業に従事している人

※該当者で申請書が届かない人は、ご連絡ください

農地をあっせんします

　農業委員会では、農地のあっせんをしています。

　今回、新たにあっせんの申し出があった土地は、次

のとおりです。

〇割付地区　／　畑　／　10ａ

※農地を購入する場合、譲り受けの条件があります。

　詳しくは、12月10日（水）までに各地区農業委員ま

たは農業委員会事務局までお問い合わせください。

　韓国で７月に口蹄疫、９月に高病原性鳥インフルエンザの発生
が確認されました。地理的に近く、人や物の往来が盛んな韓国で
の発生したことにより、各ウイルスの侵入リスクは一段と高い状
況になったと考えられます。
　本病の発生を防止するため次の防疫対策を徹底してください。

11月10日までに、届け出のあった子どもさんです。

防疫の徹底について

毎月20日は、「県内一斉消毒の日」畜舎などの消毒を徹底しましょう

① 農場内、農場周辺の消毒を徹底する
② 農場へ出入りする人や車両の消毒を徹底する
③ 本病発生国の畜産農家への訪問は自粛する
④ 農場への部外者の立入りを制限する
⑤ 飼養家きんの健康状態を的確に観察する
⑥ 特定症状など家きんに異状を発見した場合には、速やかに
　 獣医師または家畜保健衛生所に通報する
⑦ その他飼養衛生管理基準を遵守する

■問い合わせ先／　宮崎家畜保健衛生所　　　　　　　☎73―１３７７
　　　　　　　　　ＮＯＳＡＩみやざき中部センター　☎75―２０７４
　　　　　　　　　綾町役場農林振興課　　　　　　　☎77―０１００
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◎
水
質
検
査
日
／
12
月
16
日（
火
）

※
検
査
手
数
料　

5
，4
0
0
円

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
15
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま

で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
3
4
6
7

　

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増

進
と
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与

し
、町
内
雇
用
の
促
進
を
図
る
目

的
で
、町
内
の
中
小
企
業
を
対
象

に
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
の
掛

金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
補
助
要
件
／

①
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に

加
入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

②
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に

居
住
し
、住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と

◎
補
助
金
の
期
間
／

加
入
の
月
か
ら
３
年
間（
平
成
23

年
５
月
加
入
か
ら
対
象
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／

掛
金
月
額
５
，０
０
０
円
の
２
分
の

１（
年
間
３
万
円
）

※
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
短
時

間
労
働
者
の
場
合
は
２
，０
０
０
円

の
２
分
の
１（
年
間
１
万
２
，０
０
０

円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課

☎
77
‐
３
４
６
４

　

お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
を
実
施
し

ま
す
。修
理
し
た
い
お
も
ち
ゃ
が
あ

る
人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
／
12
月
20
日（
土
）

※
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日

午
後
１
〜
４
時

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
児
童
館

※
診
察
・
修
理
は
原
則
無
料
で
す

が
、部
品
、電
池
の
交
換
な
ど
が
発

生
す
る
場
合
、事
前
了
解
の
う
え
、

実
費（
1
0
0
〜
3
0
0
円
程
度
）

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

お
も
ち
ゃ
病
院
み
や
ざ
き
会
員　

大
澤　

昇

☎
０
９
０
‐
８
８
４
０
‐
４
９
４
９

◎
と
き
／

平
成
27
年
５
月
10
日（
日
）

◎
と
こ
ろ
／

宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◎
締
切
／

平
成
27
年
１
月
９
日（
金
） 

◎
開
催
競
技
／

　
　

競
技
種
目　
　

  

障
が
い
種
別

陸
上
競
技

水　

泳

卓　

球

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

福
祉
保
健
課　

☎
77
‐
１
１
１
４

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、毎
年
12
月
４

〜
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権

週
間
」と
定
め
、全
国
各
地
域
で
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
の
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【 

人
権
週
間
中
の
啓
発
活
動 

】

❶ 

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◎
と
き
／
12
月
７
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
5
時

◎
と
こ
ろ
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宮
崎

◎
内
容
／
一
日
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
、ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、人
権
パ
ネ
ル
・
ポ
ス

タ
ー
展
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
22
‐
５
１
２
４

❷
特
設
人
権
相
談

　
　
（
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
）

　

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
、心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
、遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
と
き
／
12
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
公
民
館
２
階
小

会
議
室

◎
相
談
員
／

綾
町
人
権
擁
護
委
員　

早
川  

ゆ
り

綾
町
人
権
擁
護
委
員　

中
村  

清
久

❸
人
権
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◎
と
き
／
12
月
５
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
か
ら

◎
と
こ
ろ
／
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー

周
辺

◎
内
容
／
綾
町
人
権
擁
護
委
員
な

ど
に
よ
り
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。記
念
品
を
配
布
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
区
町
村

長
か
ら
推
薦
さ
れ
、法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

綾
町
に
は
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。人
権
尊
重
思
想
を
広

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た

り
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

て
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
侵
害
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、法
務
局
職
員
と
協
力
し
、情

報
の
収
集
や
人
権
侵
犯
事
件
の
処

理
に
当
た
っ
た
り
、当
事
者
の
利

害
や
主
張
を
調
整
し
た
り
し
て
、

事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
に
お
け
る
宮
崎
県
で

の
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
が
受

け
た
相
談
は
４
，６
３
２
件
で
、う

ち
、い
じ
め
に
関
す
る
相
談
は
１
３

７
件
、暴
行
・
虐
待
に
関
す
る
相
談

は
２
３
２
件
、住
居
・
生
活
の
安
全

関
係
に
関
す
る
相
談
は
１
，３
８
２

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課

☎
77
‐
３
４
６
５

　

個
別
労
働
紛
争
と
は
、会
社
を

解
雇
さ
れ
た
り
、給
料
が
支
払
わ

れ
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
事
業
主

と
個
々
の
従
業
員
と
の
労
働
関
係

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。裁
判
所

で
は
、こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
に「
労
働
審
判
手
続
」

「
少
額
訴
訟
手
続
」「
民
事
調
停
手

続
」な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

解
決
す
る
た
め
に
、ど
の
手
続

き
を
利
用
す
れ
ば
い
い
か
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。手
続
き
の
概

要
は
、裁
判
所
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 h

ttp
://w
w
w
.co
u
rts.go

.jp

（
宮
崎
地
方
裁
判
所
）

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。事
業
主

は
自
主
的
に
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

加
入
手
続
き
は
、最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
宮
崎
労
働
局

☎
38
‐
８
８
２
２

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
業
に
従
事
し
て
い
た
人
で
、

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し

て
い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
人

や
、退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
を
対
象
に
相
談
や
問
い
合
わ
せ

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
の
各
種
手
続
き

に
つ
い
て
速
や
か
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.rin
taikyo

.taisy

o
ku
kin
.go
.jp

■
問
い
合
わ
せ
先
／

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐

６
７
３
１‐

２
８
８
７

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
が
、職
業
訓
練
に
よ
る
技
術

な
ど
の
向
上
を
通
じ
て
早
期
再
就

職
を
目
指
す
た
め
の
制
度(

求
職

者
支
援
制
度)

が
あ
り
ま
す
。ま

た
、収
入
、資
産
な
ど
の
一
定
要
件

を
満
た
す
人
に
、訓
練
期
間
中「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」を
支
給
し

ま
す
。

◎
受
講
料
／
原
則
無
料(

テ
キ
ス

ト
代
な
ど
自
己
負
担)

◎
訓
練
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
、簿
記
、

介
護
、医
療
事
務
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
崎

☎
23
‐
２
２
４
５

部
門
コ
ー
ド
42
＃

　

年
末
・
年
始
を
控
え
、停
滞
す
る

経
済
情
勢
な
ど
も
あ
り
金
融
機

関
、顧
客
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事

件
や
、ひ
っ
た
く
り
事
件
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◎
期
間
／
12
月
１
日（
月
）〜
平
成

27
年
１
月
３
日（
土
）

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

◎
運
動
の
重
点
／

①
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
対

象
と
し
た
強
盗
事
件
の
防
罪
防
止

②
ひ
っ
た
く
り
・
自
転
車
盗
な
ど

の
身
近
な
犯
罪
の
防
止

③
少
年
の
非
行
防
止

④
暴
力
追
放

◎
期
間
／

　

12
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
に

【
運
転
者
】

●
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険

性
、飲
酒
運
転
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て
自

覚
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」よ
う
に
し
よ

う
。

●
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め
、飲

ま
な
い
人
が
仲
間
を
安
全
に
自
宅

ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
】

●
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険

性
、飲
酒
運
転
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
い
、「
飲
酒
運
転
を

絶
対
し
な
い
、さ
せ
な
い
」環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
し
た
人
に
車
を
提
供
す
る

こ
と
、車
を
運
転
す
る
人
に
お
酒

を
提
供
す
る
こ
と
、飲
酒
運
転
で

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
車
に
同

乗
す
る
こ
と
は
す
べ
て
犯
罪
で
す
。

周
り
の
人
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
綾
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

　
　

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、今
年
も
、12
月

１
日（
月
）〜
31
日（
水
）ま
で
、全

国
一
斉
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

「
お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
」開
院

綾
町
中
小
企
業
退
職
共
済

新
規
加
入
助
成
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

第
14
回 

宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

の
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

年
末
・
年
始
の
地
域
安
全
運
動

飲
酒
運
転
根
絶
運
動

人
権
週
間
と
は
？

裁
判
所
に
お
け
る
個
別
労
働

紛
争
解
決
手
続
き

労
働
保
険
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

求
職
者
支
援
制
度
を
利
用

し
た
職
業
訓
練

お
ね
が
い

身
体
障
が
い
、

ま
た
は
知
的
障

が
い
を
お
持
ち

の
人

身
体
障
が
い
を

お
持
ち
の
人

知
的
障
が
い
を

お
持
ち
の
人

精
神
障
が
い
を

お
持
ち
の
人
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◎
水
質
検
査
日
／
12
月
16
日（
火
）

※
検
査
手
数
料　

5
，4
0
0
円

　

検
査
を
希
望
す
る
人
は
15
日

（
月
）ま
で
に
検
査
容
器
を
役
場
ま

で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

建
設
課
上
下
水
道
係

☎
77
‐
3
4
6
7

　

中
小
企
業
の
従
業
員
の
福
祉
増

進
と
中
小
企
業
の
振
興
に
寄
与

し
、町
内
雇
用
の
促
進
を
図
る
目

的
で
、町
内
の
中
小
企
業
を
対
象

に
、中
小
企
業
退
職
金
共
済
の
掛

金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◎
補
助
要
件
／

①
中
小
企
業
退
職
共
済
に
新
規
に

加
入
す
る
従
業
員
で
あ
る
こ
と

②
加
入
す
る
被
共
済
者
は
町
内
に

居
住
し
、住
民
登
録
を
し
て
い
る

こ
と

◎
補
助
金
の
期
間
／

加
入
の
月
か
ら
３
年
間（
平
成
23

年
５
月
加
入
か
ら
対
象
）

◎
補
助
金
の
限
度
額
／

掛
金
月
額
５
，０
０
０
円
の
２
分
の

１（
年
間
３
万
円
）

※
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
短
時

間
労
働
者
の
場
合
は
２
，０
０
０
円

の
２
分
の
１（
年
間
１
万
２
，０
０
０

円
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
産
業
観
光
課

☎
77
‐
３
４
６
４

　

お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
を
実
施
し

ま
す
。修
理
し
た
い
お
も
ち
ゃ
が
あ

る
人
は
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
と
き
／
12
月
20
日（
土
）

※
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日

午
後
１
〜
４
時

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
児
童
館

※
診
察
・
修
理
は
原
則
無
料
で
す

が
、部
品
、電
池
の
交
換
な
ど
が
発

生
す
る
場
合
、事
前
了
解
の
う
え
、

実
費（
1
0
0
〜
3
0
0
円
程
度
）

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

お
も
ち
ゃ
病
院
み
や
ざ
き
会
員　

大
澤　

昇

☎
０
９
０
‐
８
８
４
０
‐
４
９
４
９

◎
と
き
／

平
成
27
年
５
月
10
日（
日
）

◎
と
こ
ろ
／

宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
ほ
か

◎
締
切
／

平
成
27
年
１
月
９
日（
金
） 

◎
開
催
競
技
／

　
　

競
技
種
目　
　

  

障
が
い
種
別

陸
上
競
技

水　

泳

卓　

球

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

グ
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

福
祉
保
健
課　

☎
77
‐
１
１
１
４

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、毎
年
12
月
４

〜
10
日
ま
で
の
１
週
間
を「
人
権

週
間
」と
定
め
、全
国
各
地
域
で
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る

た
め
の
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

【 

人
権
週
間
中
の
啓
発
活
動 

】

❶ 

人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◎
と
き
／
12
月
７
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
5
時

◎
と
こ
ろ
／
イ
オ
ン
モ
ー
ル
宮
崎

◎
内
容
／
一
日
人
権
擁
護
委
員
の

委
嘱
、ゴ
ス
ペ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
、バ
ル

ー
ン
ア
ー
ト
、人
権
パ
ネ
ル
・
ポ
ス

タ
ー
展
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
22
‐
５
１
２
４

❷
特
設
人
権
相
談

　
　
（
人
権
・
な
や
み
ご
と
相
談
）

　

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
人
、心

配
ご
と
が
あ
る
人
は
、遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
と
き
／
12
月
５
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
公
民
館
２
階
小

会
議
室

◎
相
談
員
／

綾
町
人
権
擁
護
委
員　

早
川  

ゆ
り

綾
町
人
権
擁
護
委
員　

中
村  

清
久

❸
人
権
啓
発
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◎
と
き
／
12
月
５
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
か
ら

◎
と
こ
ろ
／
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー

周
辺

◎
内
容
／
綾
町
人
権
擁
護
委
員
な

ど
に
よ
り
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま

す
。記
念
品
を
配
布
し
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？
】

　

人
権
擁
護
委
員
は
、市
区
町
村

長
か
ら
推
薦
さ
れ
、法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
人
た
ち
で
す
。

綾
町
に
は
３
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。人
権
尊
重
思
想
を
広

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
行
っ
た

り
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

て
相
談
に
応
じ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
侵
害
の
相
談
が
あ
っ
た
場

合
は
、法
務
局
職
員
と
協
力
し
、情

報
の
収
集
や
人
権
侵
犯
事
件
の
処

理
に
当
た
っ
た
り
、当
事
者
の
利

害
や
主
張
を
調
整
し
た
り
し
て
、

事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま

す
。

　

平
成
25
年
に
お
け
る
宮
崎
県
で

の
人
権
擁
護
委
員
や
法
務
局
が
受

け
た
相
談
は
４
，６
３
２
件
で
、う

ち
、い
じ
め
に
関
す
る
相
談
は
１
３

７
件
、暴
行
・
虐
待
に
関
す
る
相
談

は
２
３
２
件
、住
居
・
生
活
の
安
全

関
係
に
関
す
る
相
談
は
１
，３
８
２

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
町
民
生
活
課

☎
77
‐
３
４
６
５

　

個
別
労
働
紛
争
と
は
、会
社
を

解
雇
さ
れ
た
り
、給
料
が
支
払
わ

れ
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
事
業
主

と
個
々
の
従
業
員
と
の
労
働
関
係

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。裁
判
所

で
は
、こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
た
め
に「
労
働
審
判
手
続
」

「
少
額
訴
訟
手
続
」「
民
事
調
停
手

続
」な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

解
決
す
る
た
め
に
、ど
の
手
続

き
を
利
用
す
れ
ば
い
い
か
検
討
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。手
続
き
の
概

要
は
、裁
判
所
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
あ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 h
ttp
://w
w
w
.co
u
rts.go

.jp

（
宮
崎
地
方
裁
判
所
）

　

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
労
働
者
を

雇
っ
て
い
る
事
業
主
は
、労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。事
業
主

は
自
主
的
に
加
入
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

加
入
手
続
き
は
、最
寄
り
の
労

働
基
準
監
督
署
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／
宮
崎
労
働
局

☎
38
‐
８
８
２
２

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
業
に
従
事
し
て
い
た
人
で
、

林
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入
し

て
い
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
人

や
、退
職
金
を
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
を
対
象
に
相
談
や
問
い
合
わ
せ

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、共
済
手
帳
の
紛
失
や
退

職
金
の
請
求
な
ど
の
各
種
手
続
き

に
つ
い
て
速
や
か
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.rin
taikyo

.taisy

o
ku
kin
.go
.jp

■
問
い
合
わ
せ
先
／

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐

６
７
３
１‐

２
８
８
７

　

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
求

職
者
が
、職
業
訓
練
に
よ
る
技
術

な
ど
の
向
上
を
通
じ
て
早
期
再
就

職
を
目
指
す
た
め
の
制
度(

求
職

者
支
援
制
度)

が
あ
り
ま
す
。ま

た
、収
入
、資
産
な
ど
の
一
定
要
件

を
満
た
す
人
に
、訓
練
期
間
中「
職

業
訓
練
受
講
給
付
金
」を
支
給
し

ま
す
。

◎
受
講
料
／
原
則
無
料(

テ
キ
ス

ト
代
な
ど
自
己
負
担)

◎
訓
練
内
容
／
パ
ソ
コ
ン
、簿
記
、

介
護
、医
療
事
務
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先
／

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
崎

☎
23
‐
２
２
４
５

部
門
コ
ー
ド
42
＃

　

年
末
・
年
始
を
控
え
、停
滞
す
る

経
済
情
勢
な
ど
も
あ
り
金
融
機

関
、顧
客
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
事

件
や
、ひ
っ
た
く
り
事
件
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

◎
期
間
／
12
月
１
日（
月
）〜
平
成

27
年
１
月
３
日（
土
）

◎
ス
ロ
ー
ガ
ン
／

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

◎
運
動
の
重
点
／

①
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
を
対

象
と
し
た
強
盗
事
件
の
防
罪
防
止

②
ひ
っ
た
く
り
・
自
転
車
盗
な
ど

の
身
近
な
犯
罪
の
防
止

③
少
年
の
非
行
防
止

④
暴
力
追
放

◎
期
間
／

　

12
月
１
日（
月
）〜
31
日（
水
）

飲
酒
運
転
根
絶
の
た
め
に

【
運
転
者
】

●
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険

性
、飲
酒
運
転
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て
自

覚
し
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
」よ
う
に
し
よ

う
。

●
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
を
決
め
、飲

ま
な
い
人
が
仲
間
を
安
全
に
自
宅

ま
で
送
り
ま
し
ょ
う
。

【
家
庭
で
】

●
飲
酒
運
転
の
悪
質
性
や
危
険

性
、飲
酒
運
転
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
こ
と
の
重
大
性
に
つ
い
て

家
族
で
話
し
合
い
、「
飲
酒
運
転
を

絶
対
し
な
い
、さ
せ
な
い
」環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
し
た
人
に
車
を
提
供
す
る

こ
と
、車
を
運
転
す
る
人
に
お
酒

を
提
供
す
る
こ
と
、飲
酒
運
転
で

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
車
に
同

乗
す
る
こ
と
は
す
べ
て
犯
罪
で
す
。

周
り
の
人
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
綾
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会
）

「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う

　
　

あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、今
年
も
、12
月

１
日（
月
）〜
31
日（
水
）ま
で
、全

国
一
斉
に
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

水
質
検
査
の
お
知
ら
せ

「
お
も
ち
ゃ
病
院
あ
や
」開
院

綾
町
中
小
企
業
退
職
共
済

新
規
加
入
助
成
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

第
14
回 

宮
崎
県
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

の
お
知
ら
せ

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

年
末
・
年
始
の
地
域
安
全
運
動

飲
酒
運
転
根
絶
運
動

人
権
週
間
と
は
？

裁
判
所
に
お
け
る
個
別
労
働

紛
争
解
決
手
続
き

労
働
保
険
の
手
続
き
は

済
ん
で
い
ま
す
か

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

求
職
者
支
援
制
度
を
利
用

し
た
職
業
訓
練

お
ね
が
い

身
体
障
が
い
、

ま
た
は
知
的
障

が
い
を
お
持
ち

の
人

身
体
障
が
い
を

お
持
ち
の
人

知
的
障
が
い
を

お
持
ち
の
人

精
神
障
が
い
を

お
持
ち
の
人
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宮
崎
県
共
同
募
金
会 

綾
町
共

同
募
金
委
員
会
で
も
、こ
の
運
動
に

お
け
る
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、84
万
８
，５
４
２
円
の

募
金
を
い
た
だ
き
、一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
、重
度
障
が
い
者
な
ど
48

人
の
慰
問
活
動
の
ほ
か
、福
祉
施

設
慰
問
、高
齢
者
お
せ
ち
料
理
配

食
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、町

民
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
県
共
同
募
金
会

綾
町
共
同
募
金
委
員
会

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
77‐

３
０
６
６

　

カ
モ
シ
カ
は
、国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
物

で
、綾
町
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。平
成
24
、25
年
に
行
わ
れ
た
調

査
に
よ
る
と
、カ
モ
シ
カ
は
最
近

山
奥
か
ら
人
里
に
近
い
場
所
ま
で

広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

九
州
の
カ
モ
シ
カ
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、カ
モ
シ
カ
の
移
動
や
分

布
を
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
、町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
目
撃
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
。カ
モ
シ
カ
を
見

か
け
た
人
は
、情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
先
／

宮
崎
県
文
化
財
課 

☎
26
‐
７
２
５
０

綾
町
社
会
教
育
課 

☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
町
で
生
ま
れ
、ま
た
は
育
っ
た

人
で
現
在
県
外
に
居
住
さ
れ
て
い

る
家
族
、親
戚
、知
人
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。綾
町
の
情
報
を
満
載
し

た「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」（
年
一
回
）

や
近
く
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。ま
た
、

関
東
、関
西
で
は
４
年
に
一
度「
ふ

る
さ
と
交
流
会
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
の
調
査
と
重
複
す
る
人
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。教
え
て
い
た
だ

い
た
住
所
、氏
名
な
ど
は
役
場
関

係
業
務
以
外
で
は
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
連
絡
先
／
企
画
財
政
課

☎
77
‐
２
９
４
８

　

町
民
向
け
の
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
内
容（
定
員
）／

Ａ
…
川
中
公
園
コ
ー
ス（
20
人
）

Ｂ
…
綾
神
社
周
辺
コ
ー
ス（
10
人
）

◎
日
時
／
毎
月
５
日
と
15
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◎
集
合
場
所
／
役
場
裏
駐
車
場

◎
参
加
料
／
一
人　

５
０
０
円

＊
家
族
、職
場
、地
域
か
ら
の
団
体

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。内
容
は
、相

談
の
う
え
変
更
可
能
で
す
。気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
５
日
と
15
日
以
外
で
も
セ
ラ
ピ

ー
は
開
催
で
き
ま
す
。３
日
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

農
林
振
興
課
内
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー

推
進
協
議
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

手
話
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、

聴
覚
障
害
者
の
人
へ
の
理
解
を
深

め
、簡
単
な
手
話
の
習
得
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。

◎
と
き
／

12
月
17
日（
水
）午
後
７
〜
９
時

◎
会
場
／

綾
町
公
民
館
２
階
会
議
室

◎
参
加
料
／
無
料

◎
講
師
／

宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会

◎
申
込
期
限
／
12
月
12
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
福
祉
保
健
課

☎
77
‐
１
１
１
４

　

平
成
26
年
度
成
人
式
を
平
成
27

年
１
月
３
日（
土
）に
、綾
町
公
民

館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

町
外
に
在
住
で
、ふ
る
さ
と
綾

で
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る

新
成
人
は
、綾
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
に
は
、案

内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切
／
12
月
５
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育
課

☎
77
‐
１
１
８
３

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）は
、日
本
在

住
の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
し

た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業「
第
34
回

か
ら
い
も
交
流
・
春
」の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
宮
崎
県
お
よ
び
鹿
児

島
県
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
１
週
間
プ
ラ
ン
／
平
成
27
年
３

月
７
日（
土
）〜
15
日（
日
）

◎
２
週
間
プ
ラ
ン
／
平
成
27
年
３

月
７
日（
土
）〜
22
日（
日
）

◎
申
込
締
切
／
平
成
27
年
１
月
31

日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク　

担
当
・
押
川

☎
０
９
０
‐
８
３
９
７
‐
８
３
９
９

　

県
東
京
学
生
寮
は
、平
成
27
年

度
の
入
寮
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
／
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
所
在
す
る
大
学
・
短
大
・
２
年

以
上
の
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど

に
入
学
予
定
の
男
子
学
生
で
、保

護
者
が
県
内
に
居
住
す
る
者

◎
募
集
人
員
／
50
人（
全
室
２
人

部
屋
）応
募
多
数
の
場
合
は
平
成

27
年
１
月
28
日（
水
）に
抽
選

◎
入
寮
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１
日

（
水
）〜
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

ま
で

◎
寮
費
／
月
額
１
万
９
，１
０
０
円

（
電
気
料
金
が
別
途
必
要
・
食
事
の

提
供
な
し
）

◎
申
込
受
付
／
12
月
26
日（
金
）必

着◎
申
込
手
続
／
入
寮
申
込
書
と
上

半
身
の
写
真
１
枚
、健
康
診
断
書
、

世
帯
の
所
得
年
額
を
証
明
す
る
書

類
、返
信
用
封
筒
３
通
を
郵
送
ま

た
は
持
参

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
東
京
学
生
寮

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４
‐
８
‐
２

☎　
　
　
（
０
１
２
０
）５
０
３
８
３
９

◎
募
集
人
数
／
２
人

◎
待
遇
／
パ
ー
ト
ま
た
は
正
規
職

員◎
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分
、午
後
５
時
〜
午
前
９

時◎
資
格
／
で
き
れ
ば
経
験
者
お
よ

び
夜
勤
が
可
能
な
人

◎
年
齢
／
60
歳
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
／

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

コ
ス
モ
ス
苑

（
担
当
／

河
野
）  

☎
30
‐
7
8
5
5

　

全
国
ス
ポ
レ
ク
大
会
５
周
年
を

記
念
し
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。指
導
が
あ
る

た
め
、初
心
者
で
も
楽
し
く
参
加

で
き
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◎
主
催
／
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
宮
崎
県
支
部
・
綾
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

◎
後
援
／
綾
町
教
育
委
員
会

◎
と
き
／
12
月
13
日（
土
）

午
後
１
〜
３
時
30
分

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
体
育
館

◎
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

社
会
教
育
課　

☎
77
‐
１
１
８
３

　

冬
休
み
期
間
中
に
乗
馬
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
綾
馬
事
公
苑

の
職
員
が
乗
馬
や
馬
の
手
入
れ
を

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

◎
対
象
／
小
学
生
、中
学
生

◎
期
間
／
12
月
25
日（
木
）〜
平
成

27
年
１
月
７
日（
水
）の
間
の
５
日
間

※
12
月
29
日（
月
）〜
平
成
27
年
１

月
２
日（
金
）は
休
苑

◎
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時

◎
参
加
費
／
６
，０
０
０
円（
乗
馬

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、プ
ロ
テ
ク
タ
ー
貸

出
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
込
み
）

◎
持
参
す
る
物
／
作
業
用
長
靴
、

ジ
ャ
ー
ジ（
長
ズ
ボ
ン
）、手
袋
、水

筒
、弁
当

◎
受
講
者
数
／
20
人
※
先
着
順

◎
締
切
／
12
月
10
日（
水
）

＊
第
１
、２
回
の
ふ
れ
あ
い
体
験
乗

馬
教
室
の
修
了
生
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
馬
事
公
苑　

☎
77
‐
０
９
６
４

　

町
内
の
企
業
、官
庁
お
よ
び
各

種
団
体
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、町
の

躍
進
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
親
睦

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
人
は
、参
加
費

2
，0
0
0
円
を
添
え
て
12
月
12

日（
金
）ま
で
に
J
A
綾
町
管
理
課

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
参
加
者
／
町
内
の
企
業
、各
種

団
体
、個
人
な
ど
の
希
望
者

◎
と
き
／
１
月
５
日（
月
）午
前
10

時
30
分
〜

◎
と
こ
ろ
／
酒
泉
の
杜

■
問
い
合
わ
せ
先
／

J
A
綾
町
管
理
課

☎
77
‐
１
２
１
２

【
綾
の
ギ
フ
ト
展 

―
お
歳
暮
― 

】

◎
期
間
／

12
月
１
日（
月
）〜
１
月
12
日（
祝
・

月
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◎
内
容
／
お
歳
暮
の
時
期
に
合
わ

せ
、綾
町
の
農
産
品
・
加
工
品
・
工

芸
品
を
集
め
た
ギ
フ
ト
を
展
示
販

売【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

 

―
光
と
笑
顔
の
ク
リ
ス
マ
ス
― 

】

◎
期
間
／
12
月
20
日（
土
）午
後
４

時
30
分
〜
７
時

◎
内
容
／
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
大
道
芸

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、サ
ン

タ
さ
ん
の
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、プ
レ

ゼ
ン
ト
大
抽
選
会
な
ど

◆
常
設

【
綾
工
芸
ギ
フ
ト
の
店
ど
ん
ぐ
り
】

地
元
工
芸
家
の
作
品
を
一
堂
に
集

め
て
展
示
販
売

【
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
】

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
が
飲
め

（
無
料
）、お
弁
当
な
ど
も
食
べ
ら

れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館

☎
30
‐
７
２
７
０

〒
102
0074

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

民
踊
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

楽
し
い
つ
ど
い

第
３
回 

綾
馬
事
公
苑

ふ
れ
あ
い
体
験
乗
馬
教
室

県
東
京
学
生
寮
入
寮
者
募
集

平
成
26
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

カ
モ
シ
カ
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

綾
町
出
身
者
を

教
え
て
く
だ
さ
い

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

手
話
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か

か
ら
い
も
交
流
・
春
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

ふ
る
さ
と
綾
の
成
人
式
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
コ
ス
モ
ス
苑
」

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

求
人
情
報（
福
祉
施
設
）

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
12
月
）
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宮
崎
県
共
同
募
金
会 

綾
町
共

同
募
金
委
員
会
で
も
、こ
の
運
動
に

お
け
る
募
金
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、84
万
８
，５
４
２
円
の

募
金
を
い
た
だ
き
、一
人
暮
ら
し
高

齢
者
や
、重
度
障
が
い
者
な
ど
48

人
の
慰
問
活
動
の
ほ
か
、福
祉
施

設
慰
問
、高
齢
者
お
せ
ち
料
理
配

食
事
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
に
活
用
し
ま
し
た
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、町

民
の
皆
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
／

宮
崎
県
共
同
募
金
会

綾
町
共
同
募
金
委
員
会

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
77‐

３
０
６
６

　

カ
モ
シ
カ
は
、国
の
特
別
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
動
物

で
、綾
町
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。平
成
24
、25
年
に
行
わ
れ
た
調

査
に
よ
る
と
、カ
モ
シ
カ
は
最
近

山
奥
か
ら
人
里
に
近
い
場
所
ま
で

広
い
範
囲
に
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

九
州
の
カ
モ
シ
カ
は
減
少
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、カ
モ
シ
カ
の
移
動
や
分

布
を
よ
り
詳
し
く
知
る
た
め
、町

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
目
撃
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
。カ
モ
シ
カ
を
見

か
け
た
人
は
、情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

■
連
絡
先
／

宮
崎
県
文
化
財
課 

☎
26
‐
７
２
５
０

綾
町
社
会
教
育
課 

☎
77
‐
１
１
８
３

　

綾
町
で
生
ま
れ
、ま
た
は
育
っ
た

人
で
現
在
県
外
に
居
住
さ
れ
て
い

る
家
族
、親
戚
、知
人
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。綾
町
の
情
報
を
満
載
し

た「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」（
年
一
回
）

や
近
く
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。ま
た
、

関
東
、関
西
で
は
４
年
に
一
度「
ふ

る
さ
と
交
流
会
」を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

以
前
の
調
査
と
重
複
す
る
人
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。教
え
て
い
た
だ

い
た
住
所
、氏
名
な
ど
は
役
場
関

係
業
務
以
外
で
は
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
、情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
連
絡
先
／
企
画
財
政
課

☎
77
‐
２
９
４
８

　

町
民
向
け
の
セ
ラ
ピ
ー
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

◎
内
容（
定
員
）／

Ａ
…
川
中
公
園
コ
ー
ス（
20
人
）

Ｂ
…
綾
神
社
周
辺
コ
ー
ス（
10
人
）

◎
日
時
／
毎
月
５
日
と
15
日

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◎
集
合
場
所
／
役
場
裏
駐
車
場

◎
参
加
料
／
一
人　

５
０
０
円

＊
家
族
、職
場
、地
域
か
ら
の
団
体

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。内
容
は
、相

談
の
う
え
変
更
可
能
で
す
。気
軽

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
５
日
と
15
日
以
外
で
も
セ
ラ
ピ

ー
は
開
催
で
き
ま
す
。３
日
前
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

農
林
振
興
課
内
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー

推
進
協
議
会
事
務
局

☎
77
‐
０
１
０
０

　

手
話
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
、

聴
覚
障
害
者
の
人
へ
の
理
解
を
深

め
、簡
単
な
手
話
の
習
得
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、体
験
会
を
開
催

し
ま
す
。

◎
と
き
／

12
月
17
日（
水
）午
後
７
〜
９
時

◎
会
場
／

綾
町
公
民
館
２
階
会
議
室

◎
参
加
料
／
無
料

◎
講
師
／

宮
崎
県
聴
覚
障
害
者
協
会

◎
申
込
期
限
／
12
月
12
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
福
祉
保
健
課

☎
77
‐
１
１
１
４

　

平
成
26
年
度
成
人
式
を
平
成
27

年
１
月
３
日（
土
）に
、綾
町
公
民

館
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。

　

町
外
に
在
住
で
、ふ
る
さ
と
綾

で
の
成
人
式
に
参
加
を
希
望
す
る

新
成
人
は
、綾
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

町
内
に
住
所
が
あ
る
人
に
は
、案

内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

◎
申
込
締
切
／
12
月
５
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先
／
社
会
教
育
課

☎
77
‐
１
１
８
３

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

（
鹿
児
島
県
霧
島
市
）は
、日
本
在

住
の
外
国
人
留
学
生
を
対
象
に
し

た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業「
第
34
回

か
ら
い
も
交
流
・
春
」の
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
を
宮
崎
県
お
よ
び
鹿
児

島
県
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
１
週
間
プ
ラ
ン
／
平
成
27
年
３

月
７
日（
土
）〜
15
日（
日
）

◎
２
週
間
プ
ラ
ン
／
平
成
27
年
３

月
７
日（
土
）〜
22
日（
日
）

◎
申
込
締
切
／
平
成
27
年
１
月
31

日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

宮
崎
ブ
ロ
ッ
ク　

担
当
・
押
川

☎
０
９
０
‐
８
３
９
７
‐
８
３
９
９

　

県
東
京
学
生
寮
は
、平
成
27
年

度
の
入
寮
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
対
象
／
東
京
都
お
よ
び
そ
の
周

辺
に
所
在
す
る
大
学
・
短
大
・
２
年

以
上
の
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど

に
入
学
予
定
の
男
子
学
生
で
、保

護
者
が
県
内
に
居
住
す
る
者

◎
募
集
人
員
／
50
人（
全
室
２
人

部
屋
）応
募
多
数
の
場
合
は
平
成

27
年
１
月
28
日（
水
）に
抽
選

◎
入
寮
期
間
／
平
成
27
年
４
月
１
日

（
水
）〜
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）

ま
で

◎
寮
費
／
月
額
１
万
９
，１
０
０
円

（
電
気
料
金
が
別
途
必
要
・
食
事
の

提
供
な
し
）

◎
申
込
受
付
／
12
月
26
日（
金
）必

着◎
申
込
手
続
／
入
寮
申
込
書
と
上

半
身
の
写
真
１
枚
、健
康
診
断
書
、

世
帯
の
所
得
年
額
を
証
明
す
る
書

類
、返
信
用
封
筒
３
通
を
郵
送
ま

た
は
持
参

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

県
東
京
学
生
寮

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４
‐
８
‐
２

☎　
　
　
（
０
１
２
０
）５
０
３
８
３
９

◎
募
集
人
数
／
２
人

◎
待
遇
／
パ
ー
ト
ま
た
は
正
規
職

員◎
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
30
分
、午
後
５
時
〜
午
前
９

時◎
資
格
／
で
き
れ
ば
経
験
者
お
よ

び
夜
勤
が
可
能
な
人

◎
年
齢
／
60
歳
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先
／

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム　

コ
ス
モ
ス
苑

（
担
当
／

河
野
）  

☎
30
‐
7
8
5
5

　

全
国
ス
ポ
レ
ク
大
会
５
周
年
を

記
念
し
民
踊
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。指
導
が
あ
る

た
め
、初
心
者
で
も
楽
し
く
参
加

で
き
ま
す
。気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◎
主
催
／
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
宮
崎
県
支
部
・
綾
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

◎
後
援
／
綾
町
教
育
委
員
会

◎
と
き
／
12
月
13
日（
土
）

午
後
１
〜
３
時
30
分

◎
と
こ
ろ
／
綾
町
体
育
館

◎
参
加
費
／
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

社
会
教
育
課　

☎
77
‐
１
１
８
３

　

冬
休
み
期
間
中
に
乗
馬
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
綾
馬
事
公
苑

の
職
員
が
乗
馬
や
馬
の
手
入
れ
を

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。

◎
対
象
／
小
学
生
、中
学
生

◎
期
間
／
12
月
25
日（
木
）〜
平
成

27
年
１
月
７
日（
水
）の
間
の
５
日
間

※
12
月
29
日（
月
）〜
平
成
27
年
１

月
２
日（
金
）は
休
苑

◎
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時

◎
参
加
費
／
６
，０
０
０
円（
乗
馬

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、プ
ロ
テ
ク
タ
ー
貸

出
料
、ス
ポ
ー
ツ
保
険
込
み
）

◎
持
参
す
る
物
／
作
業
用
長
靴
、

ジ
ャ
ー
ジ（
長
ズ
ボ
ン
）、手
袋
、水

筒
、弁
当

◎
受
講
者
数
／
20
人
※
先
着
順

◎
締
切
／
12
月
10
日（
水
）

＊
第
１
、２
回
の
ふ
れ
あ
い
体
験
乗

馬
教
室
の
修
了
生
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
／

綾
馬
事
公
苑　

☎
77
‐
０
９
６
４

　

町
内
の
企
業
、官
庁
お
よ
び
各

種
団
体
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、町
の

躍
進
を
誓
い
合
う
と
と
も
に
親
睦

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
人
は
、参
加
費

2
，0
0
0
円
を
添
え
て
12
月
12

日（
金
）ま
で
に
J
A
綾
町
管
理
課

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
参
加
者
／
町
内
の
企
業
、各
種

団
体
、個
人
な
ど
の
希
望
者

◎
と
き
／
１
月
５
日（
月
）午
前
10

時
30
分
〜

◎
と
こ
ろ
／
酒
泉
の
杜

■
問
い
合
わ
せ
先
／

J
A
綾
町
管
理
課

☎
77
‐
１
２
１
２

【
綾
の
ギ
フ
ト
展 

―
お
歳
暮
― 

】

◎
期
間
／

12
月
１
日（
月
）〜
１
月
12
日（
祝
・

月
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◎
内
容
／
お
歳
暮
の
時
期
に
合
わ

せ
、綾
町
の
農
産
品
・
加
工
品
・
工

芸
品
を
集
め
た
ギ
フ
ト
を
展
示
販

売【
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

 

―
光
と
笑
顔
の
ク
リ
ス
マ
ス
― 

】

◎
期
間
／
12
月
20
日（
土
）午
後
４

時
30
分
〜
７
時

◎
内
容
／
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
大
道
芸

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、サ
ン

タ
さ
ん
の
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、プ
レ

ゼ
ン
ト
大
抽
選
会
な
ど

◆
常
設

【
綾
工
芸
ギ
フ
ト
の
店
ど
ん
ぐ
り
】

地
元
工
芸
家
の
作
品
を
一
堂
に
集

め
て
展
示
販
売

【
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
】

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
お
茶
が
飲
め

（
無
料
）、お
弁
当
な
ど
も
食
べ
ら

れ
る
休
憩
ス
ペ
ー
ス

※
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先
／

綾
ふ
れ
あ
い
館

☎
30
‐
７
２
７
０

〒
102
0074

フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル

民
踊
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の

楽
し
い
つ
ど
い

第
３
回 

綾
馬
事
公
苑

ふ
れ
あ
い
体
験
乗
馬
教
室

県
東
京
学
生
寮
入
寮
者
募
集

平
成
26
年
新
年
賀
詞
交
歓
会

カ
モ
シ
カ
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

綾
町
出
身
者
を

教
え
て
く
だ
さ
い

「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

手
話
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か

か
ら
い
も
交
流
・
春
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

ふ
る
さ
と
綾
の
成
人
式
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
コ
ス
モ
ス
苑
」

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
物

求
人
情
報（
福
祉
施
設
）

綾
ふ
れ
あ
い
館
情
報（
12
月
）



22aya style23 aya style

み
こ
し

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　

講
師
／
福
原　

美
江

柿
内　

芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
）

新
し
き
手
綱
ひ
き
し
め
女
騎
手
葉
桜
の

風
受
け
て
駆
け
来
る

　

綾
の
競
馬
場
で
し
ょ
う
。
作
品
の
眼
目
は
、

満
開
の
桜
で
は
な
く
う
い
う
い
し
い
緑
の
葉
桜

と
若
い
女
性
騎
手
。「
ひ
き
し
め
」「
受
け
て
」「
駆

け
来
る
」
の
動
詞
に
馬
と
騎
手
と
の
一
体
化
し

た
力
強
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
第
４

回
「
青
の
国
」
短
歌
大
会
入
賞
作
品
。

三
谷　

公
博
さ
ん
（
北
麓
地
区
）

夢
多
き
机
に
伏
せ
る
生
徒
な
れ
ど
授
業

す
す
め
る
そ
し
ら
ぬ
顔
で

　

そ
う
か
、
机
は
夢
を
実
現
す
る
道
具
の
ひ
と

つ
な
の
だ
。
卒
業
間
際
の
高
校
で
し
ょ
う
か
。

昨
晩
遅
く
ま
で
勉
強
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

教
師
は
普
段
の
生
徒
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
起
こ
さ
な
い
。「
そ
し
ら
ぬ
顔
」
は
無
視
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
教
師
の
や
さ
し
さ
と 

逡 

巡
の
表
白
で
し
ょ
う
。

上 

井　

優 

季
（
小
学
３
年
）

に
こ
に
こ
で
ス
イ
カ
割
り
っ
て
楽
し
い
な

元
気
い
っ
ぱ
い
ま
た
遊
ぼ
う
ね

那 

須　

円 

花
（
小
学
３
年
）

土
良
く
て
大
き
く
育
つ
野
菜
た
ち
み
ん
な

食
べ
る
と
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ日 

髙　

雛
（
小
学
４
年
）

き
も
だ
め
し
ま
っ
く
ら
な
中
す
す
む
と
き

わ
た
し
の
心
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

上 

井　

夏 

星
（
小
学
５
年
）

夏
の
風
野
菜
の
笑
顔
す
て
き
だ
な
同
時

に
育
つ
双
子
の
野
菜

田 

所　

叶 

夢
（
小
学
５
年
）

パ
チ
パ
チ
と
光
輝
く
花
火
見
て
み
ん
な

の
笑
顔
輝
い
て
い
る

奈 

須　

未 

来
（
小
学
５
年
）

夏
が
来
た
野
菜
を
照
ら
す
農
業
で
流
れ

る
汗
の
川
の
よ
う
か
な

し
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　

講
師
／
本
村　

蠻

中
村　

敦
子
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

風
や
み
し
町
の
静
け
さ
十
三
夜

　

風
も
な
く
隈
な
く
晴
れ
た
夜
空
。
折
か
ら
中

天
は
玲
瓏
と
輝
く
十
三
夜
の
月
。
昼
間
の
人
声

や
物
音
も
静
ま
り
、
し
ん
し
ん
と
更
け
ゆ
く
夜
。

や
が
て
ど
の
家
も
安
息
の
眠
り
に
つ
く
。
な
べ

て
世
は
事
も
な
し
の
平
穏
。

井
手　

久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
）

山
裾
の
だ
れ
に
も
会
わ
ず
吾
亦
紅

　

暗
紅
紫
色
で
球
形
、
花
弁
の
な
い
吾
亦
紅
は

野
趣
に
富
ん
で
い
る
が
ど
こ
か
寂
し
げ
。
山
麓

の
野
道
を
歩
い
て
い
る
が
ど
こ
に
も
人
影
が
な

い
。
路
傍
に
さ
く
鄙
び
た
吾
亦
紅
と
田
舎
道
、

晩
秋
の
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

れ
い
ろ
う

わ
れ
も
こ
う

わ
れ  

も  

こ
う

ひ
な

く
ま

※
 

宿
泊
体
験
は
、
平
成
26
年
７
月
26
日
に

　

 

行
わ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
寄
附
・
寄
贈

 

﹇
敬
称
略
﹈

土日祝日スポーツ情報

日付/曜日 てる はドーム 錦 原 野 球 場 錦原サッカー場

日付/曜日 てる は 広 場

●てるは広場
●小田爪人工芝サッカー場
●小田爪陸上競技場

●てるはドーム
●錦原野球場
●錦原サッカー場

小田爪人工芝サッカー場 小田爪陸上競技場

みなさまのあたたかい善意に感謝します。

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（土）

（日）

（土）

（日）

（土）

（日）

（祝）

（土）

（日）

中学生地区別対抗戦県大会
　　　　　　　　　　（バスケットボール）

宮崎県総合ハンドボール選手権大会

雲海杯 （バレーボール）

宮崎県総合ハンドボール選手権大会

てるはドーム杯小学生～一般バドミントン大会

都道府県対抗中学生選抜ソフトテニス大会

若鮎杯中学生野球大会

若鮎杯中学生野球大会

MIYAZAKI黒潮リーグ

日章学園中学校

芝　生　養　生

6

7

13

14

20

21

23

27

28

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（土）

（日）

（土）

（日）

（土）

（日）

（祝）

（土）

（日）

芝　生　養　生 芝　生　養　生

6

7

13

14

20

21

23

27

28

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

10
月
3
日
〜
10
月
30
日
受
付
分

【
一
般
寄
附
】

寄
附
者
／
物
品（
地
区
名
） 

大
隈　

次
夫
／
金
一
封
（　

麓　

）

徳
弘　

正
栄
／
果　

物
（
揚　

町
）

有
川
タ
エ
子
／
金
一
封
（
四　

枝
）

外
山　

国
夫
／
野　

菜
（
立　

町
）

綾
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
物　

品
（　

｜　

）

長
池　

恒
夫
／
野　

菜
（
神　

下
）

【
忌
明
寄
附
】

寄
附
者
／
物
故
者（
地
区
名
） 

畠
中　

征
郎
／
ユ　

リ
（
古　

屋
）

谷
口　

秀
典
／
秀　

登
（
西
中
坪
）

太
田
ナ
ラ
子
／
一　

豊
（
杢　

道
）

原
口　

操　

／
房　

太
（
二
反
野
）

郷
田　

洋
子
／
陶
国
サ
ツ
キ（
大
阪
府
）

川
越
ヨ
シ
子
／
純　

夫
（
宮　

谷
）

綾
町
育
英
会

10
月
1
日
〜
10
月
31
日
受
付
分

【
一
般
寄
附
】

寄
附
者
／
寄
附
者
／
物
品（
地
区
名
） 

㈱
綾
・
野
菜
加
工
館

／
金
一
封
（
綾　

町
）

【
忌
明
寄
附
】

寄
附
者
／
物
故
者（
地
区
名
） 

畠
中　

征
郎
／
ユ　

リ
（
古　

屋
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　

11
月
8
、
9
日
に
行
わ
れ
た
総
合

文
化
祭
・
農
業
祭
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
売
上
金
の
一
部

は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
寄

附
し
ま
す
。

　

募
金
箱
に
よ
る
「
N
H
K
海
外
た

す
け
あ
い
募
金
」
な
ど
に
も
、
た
く
さ

ん
の
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
募
金
な
ど
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
支
援
が
必
要
な
地

域
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
綾
園
芸
さ
ん
か
ら
は
、
今

年
も
花
の
苗
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

出
展
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
及
び

奉
仕
団
員
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

な
お
、「
平
成
26
年
度
広
島
県
大
雨

災
害
義
援
金
」
の
募
金
活
動
を
行
っ

た
際
は
、
12
万
５
，９
０
０
円
を
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

（
綾
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

綾錦原サッカースポーツ少年団

ホンダロック

宮崎県サッカー協会

日章学園

綾錦原サッカースポーツ少年団



22aya style23 aya style

み
こ
し

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
短
歌
教
室
」　

講
師
／
福
原　

美
江

柿
内　

芳
子
さ
ん
（
麓
地
区
）

新
し
き
手
綱
ひ
き
し
め
女
騎
手
葉
桜
の

風
受
け
て
駆
け
来
る

　

綾
の
競
馬
場
で
し
ょ
う
。
作
品
の
眼
目
は
、

満
開
の
桜
で
は
な
く
う
い
う
い
し
い
緑
の
葉
桜

と
若
い
女
性
騎
手
。「
ひ
き
し
め
」「
受
け
て
」「
駆

け
来
る
」
の
動
詞
に
馬
と
騎
手
と
の
一
体
化
し

た
力
強
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
今
年
の
第
４

回
「
青
の
国
」
短
歌
大
会
入
賞
作
品
。

三
谷　

公
博
さ
ん
（
北
麓
地
区
）

夢
多
き
机
に
伏
せ
る
生
徒
な
れ
ど
授
業

す
す
め
る
そ
し
ら
ぬ
顔
で

　

そ
う
か
、
机
は
夢
を
実
現
す
る
道
具
の
ひ
と

つ
な
の
だ
。
卒
業
間
際
の
高
校
で
し
ょ
う
か
。

昨
晩
遅
く
ま
で
勉
強
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

教
師
は
普
段
の
生
徒
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
起
こ
さ
な
い
。「
そ
し
ら
ぬ
顔
」
は
無
視
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
教
師
の
や
さ
し
さ
と 

逡 

巡
の
表
白
で
し
ょ
う
。

上 

井　

優 

季
（
小
学
３
年
）

に
こ
に
こ
で
ス
イ
カ
割
り
っ
て
楽
し
い
な

元
気
い
っ
ぱ
い
ま
た
遊
ぼ
う
ね

那 

須　

円 

花
（
小
学
３
年
）

土
良
く
て
大
き
く
育
つ
野
菜
た
ち
み
ん
な

食
べ
る
と
み
ん
な
ニ
コ
ニ
コ日 

髙　

雛
（
小
学
４
年
）

き
も
だ
め
し
ま
っ
く
ら
な
中
す
す
む
と
き

わ
た
し
の
心
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

上 

井　

夏 

星
（
小
学
５
年
）

夏
の
風
野
菜
の
笑
顔
す
て
き
だ
な
同
時

に
育
つ
双
子
の
野
菜

田 

所　

叶 

夢
（
小
学
５
年
）

パ
チ
パ
チ
と
光
輝
く
花
火
見
て
み
ん
な

の
笑
顔
輝
い
て
い
る

奈 

須　

未 

来
（
小
学
５
年
）

夏
が
来
た
野
菜
を
照
ら
す
農
業
で
流
れ

る
汗
の
川
の
よ
う
か
な

し
ゅ
ん

じ
ゅ
ん

【
解
説
】
生
涯
学
習
講
座
「
俳
句
教
室
」　

講
師
／
本
村　

蠻

中
村　

敦
子
さ
ん
（
揚
町
地
区
）

風
や
み
し
町
の
静
け
さ
十
三
夜

　

風
も
な
く
隈
な
く
晴
れ
た
夜
空
。
折
か
ら
中

天
は
玲
瓏
と
輝
く
十
三
夜
の
月
。
昼
間
の
人
声

や
物
音
も
静
ま
り
、
し
ん
し
ん
と
更
け
ゆ
く
夜
。

や
が
て
ど
の
家
も
安
息
の
眠
り
に
つ
く
。
な
べ

て
世
は
事
も
な
し
の
平
穏
。

井
手　

久
子
さ
ん
（
尾
立
地
区
）

山
裾
の
だ
れ
に
も
会
わ
ず
吾
亦
紅

　

暗
紅
紫
色
で
球
形
、
花
弁
の
な
い
吾
亦
紅
は

野
趣
に
富
ん
で
い
る
が
ど
こ
か
寂
し
げ
。
山
麓

の
野
道
を
歩
い
て
い
る
が
ど
こ
に
も
人
影
が
な

い
。
路
傍
に
さ
く
鄙
び
た
吾
亦
紅
と
田
舎
道
、

晩
秋
の
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ
。

れ
い
ろ
う

わ
れ
も
こ
う

わ
れ  

も  

こ
う

ひ
な

く
ま

※
 

宿
泊
体
験
は
、
平
成
26
年
７
月
26
日
に

　

 

行
わ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
寄
附
・
寄
贈

 

﹇
敬
称
略
﹈

土日祝日スポーツ情報

日付/曜日 てる はドーム 錦 原 野 球 場 錦原サッカー場

日付/曜日 てる は 広 場

●てるは広場
●小田爪人工芝サッカー場
●小田爪陸上競技場

●てるはドーム
●錦原野球場
●錦原サッカー場

小田爪人工芝サッカー場 小田爪陸上競技場

みなさまのあたたかい善意に感謝します。

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（土）

（日）

（土）

（日）

（土）

（日）

（祝）

（土）

（日）

中学生地区別対抗戦県大会
　　　　　　　　　　（バスケットボール）

宮崎県総合ハンドボール選手権大会

雲海杯 （バレーボール）

宮崎県総合ハンドボール選手権大会

てるはドーム杯小学生～一般バドミントン大会

都道府県対抗中学生選抜ソフトテニス大会

若鮎杯中学生野球大会

若鮎杯中学生野球大会

MIYAZAKI黒潮リーグ

日章学園中学校

芝　生　養　生

6

7

13

14

20

21

23

27

28

日

日

日

日

日

日

日

日

日

（土）

（日）

（土）

（日）

（土）

（日）

（祝）

（土）

（日）

芝　生　養　生 芝　生　養　生

6

7

13

14

20

21

23

27

28

綾
町
社
会
福
祉
協
議
会

10
月
3
日
〜
10
月
30
日
受
付
分

【
一
般
寄
附
】

寄
附
者
／
物
品（
地
区
名
） 

大
隈　

次
夫
／
金
一
封
（　

麓　

）

徳
弘　

正
栄
／
果　

物
（
揚　

町
）

有
川
タ
エ
子
／
金
一
封
（
四　

枝
）

外
山　

国
夫
／
野　

菜
（
立　

町
）

綾
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
／
物　

品
（　

｜　

）

長
池　

恒
夫
／
野　

菜
（
神　

下
）

【
忌
明
寄
附
】

寄
附
者
／
物
故
者（
地
区
名
） 

畠
中　

征
郎
／
ユ　

リ
（
古　

屋
）

谷
口　

秀
典
／
秀　

登
（
西
中
坪
）

太
田
ナ
ラ
子
／
一　

豊
（
杢　

道
）

原
口　

操　

／
房　

太
（
二
反
野
）

郷
田　

洋
子
／
陶
国
サ
ツ
キ（
大
阪
府
）

川
越
ヨ
シ
子
／
純　

夫
（
宮　

谷
）

綾
町
育
英
会

10
月
1
日
〜
10
月
31
日
受
付
分

【
一
般
寄
附
】

寄
附
者
／
寄
附
者
／
物
品（
地
区
名
） 

㈱
綾
・
野
菜
加
工
館

／
金
一
封
（
綾　

町
）

【
忌
明
寄
附
】

寄
附
者
／
物
故
者（
地
区
名
） 

畠
中　

征
郎
／
ユ　

リ
（
古　

屋
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　　

11
月
8
、
9
日
に
行
わ
れ
た
総
合

文
化
祭
・
農
業
祭
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
売
上
金
の
一
部

は
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に
寄

附
し
ま
す
。

　

募
金
箱
に
よ
る
「
N
H
K
海
外
た

す
け
あ
い
募
金
」
な
ど
に
も
、
た
く
さ

ん
の
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
い
た
だ
い
た
募
金
な
ど
は
日
本
赤

十
字
社
を
通
じ
て
支
援
が
必
要
な
地

域
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
綾
園
芸
さ
ん
か
ら
は
、
今

年
も
花
の
苗
を
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

出
展
さ
れ
た
町
民
の
皆
さ
ん
及
び

奉
仕
団
員
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

な
お
、「
平
成
26
年
度
広
島
県
大
雨

災
害
義
援
金
」
の
募
金
活
動
を
行
っ

た
際
は
、
12
万
５
，９
０
０
円
を
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
届
け

た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

（
綾
町
赤
十
字
奉
仕
団
）

綾錦原サッカースポーツ少年団

ホンダロック

宮崎県サッカー協会

日章学園

綾錦原サッカースポーツ少年団
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「
生
き
も
の
の
豊
か
さ
と
個
性
・
そ
の
つ

な
が
り
」
と
い
う
ま
な
ざ
し
を
持
っ
て
、

綾
町
に
お
け
る
生
態
系
の
保
全
と
持
続
可

能
な
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、

そ
の
指
針
と
な
る
「
い
の
ち
豊
か
な
綾
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

綾
生
物
多
様
性
協
議
会
は
、
平
成
24
年

度
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
生
物
調
査
や
全
町

民
ふ
れ
あ
い
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
も
と
に

作
成
し
た
同
プ
ラ
ン
の
原
案
に
対
す
る
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

　

原
案
は
、
役
場
ロ
ビ
ー
、
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室
、
て
る
は
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
募
集
／
12
月
22
日
（
月
）
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
・
意
見
送
付
先
／

綾
生
物
多
様
性
協
議
会
事
務
局（
て
る
は
の
森
の
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

35‐

７
２
８
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

35‐

７
２
８
９

E-m
ail : shim

om
ura@

bunkahonpo.or.jp

エ
コ
パ
ー
ク
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

77‐

３
４
８
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　

77‐

２
０
９
４

E-m
ail : aya.BR.2012@

tow
n.aya.lg.jp

駐
日
大
使
が
綾
町
を
視
察
し
ま
し
た

い
の
ち
豊
か
な

綾
づ
く
り
プ
ラ
ン

意
見
を
募
集
し
ま
す
！

　

大
き
い
も
の
は
40
セ
ン
チ
も
の
長
さ
に

な
る
日
本
最
大
級
で
日
本
固
有
種
の
ミ
ミ

ズ
で
す
。
体
表
が
濃
い
紺
色
で
、
通
常
は

山
林
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
寒
く
な
る

こ
の
季
節
や
春
先
に
、
道
路
や
庭
先
な
ど

で
見
た
と
い
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

名
前
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
に
長
崎
の

出
島
で
活
動
し
た
医
師
・
博
物
学
者
の
シ
ー

ボ
ル
ト
が
こ
の
ミ
ミ
ズ
を
標
本
に
し
て
持

ち
帰
っ
た
こ
と
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

　

山
ミ
ミ
ズ
、
カ
ン
タ
ロ
ウ
ミ
ミ
ズ
と
も

呼
ば
れ
、
ウ
ナ
ギ
釣
り
の
え
さ
に
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ム

『
シ
ー
ボ
ル
ト
ミ
ミ
ズ
』

　

バ
ー
レ
ー
ン
や
パ
ラ
グ
ア
イ
、ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
13
カ
国
の
駐

日
大
使
と
そ
の
家
族
20
人
が
、10
月

16
日
、綾
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

県
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合

宿
誘
致
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
国
際
的
な
会

議
や
展
示
会
）の
環
境
と
し
て
魅
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
に

誘
致
し
た
も
の
で
、一
行
は
２
泊
３

日
の
日
程
で
県
内
各
地
を
視
察
。綾

町
で
は
、有
機
農
業
の
取
り
組
み
や

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
後
、早
川
農
苑
で
大
根
の
収
穫
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

大
使
ら
は
、
同
農
苑
の
野
菜
を

使
っ
た
数
多
く
の
手
作
り
料
理
に

舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、町
民
と
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

「
綾
町
は
本
当
に
農
村
風
景
が
美
し

い
」と
い
う
感
想
も
あ
ち
こ
ち
で
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
大
吊
橋
を
訪
れ
た
一
行

は
、河
野
耕
三
専
門
監
か
ら
照
葉
樹

林
や
綾
町
の
自
然
に
関
す
る
説
明

を
聞
き
、大
吊
橋
周
辺
を
散
策
し
た

ほ
か
、照
葉
樹
林
文
化
館
に
展
示
さ

れ
て
い
る
、か
つ
て
農
業
や
林
業
で

使
わ
れ
て
い
た
道
具
を
興
味
深
そ

う
に
見
学
す
る
姿
も
見
ら
れ
、質
問

も
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
16
〜
19
日
ま
で
、
綾
町
有
機
農
業

婦
人
部
の
メ
ン
バ
ー
と
加
工
担
当
者
な
ど

を
含
む
７
人
が
鎮
安
郡
を
訪
問
し
、
韓
国

伝
統
の
キ
ム
チ
づ
く
り
を
学
ん
だ
。
訪
問

の
目
的
は
、
綾
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
キ

ム
チ
を
役
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の

学
び
は
そ
の
第
一
歩
と
し
て
の
試
み
だ
。

　

到
着
初
日
、
郡
守
主
催
の
食
事
会
が
行

わ
れ
、
今
回
も
綾
町
訪
問
団
は
温
か
く
迎

え
ら
れ
た
。
２
日
目
は
、
鎮
安
郡
か
ら
40

分
ほ
ど
離
れ
た
全
州
の
韓
屋
村
を
訪
問
、

韓
国
の
伝
統
家
屋
へ
の
見
識
を
深
め
た
。

　

２
日
目
か
ら
３
日
目
に
か
け
て
は
、
キ

ム
チ
の
塩
漬
け
、
水
き
り
、
中
に
入
れ
る

具
材
づ
く
り
、
韓
国
伝
統
蒸
し
豚
づ
く
り

を
習
っ
た
。

　

韓
国
人
は
よ
く
漬
か
っ
た
少
し
酸
味
が

あ
る
キ
ム
チ
を
好
む
が
、
一
般
的
に
、
日

本
人
に
は
浅
漬
け
の
キ
ム
チ
が
食
べ
や
す

い
よ
う
だ
。
訪
問
団
が
作
っ
た
キ
ム
チ
を

浅
漬
け
の
状
態
で
食
べ
て
み
る
と
、
日
本

人
好
み
の
食
べ
や
す
い
味
で
、
甘
み
の
強

い
秋
白
菜
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
全
体
の
う

ま
み
を
引
き
出
し
て
い
た
。

　

食
事
は
毎
食
、
韓
国
伝
統
の
料
理
が
ふ

る
ま
わ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
日
本
食
と
の
違

い
や
共
通
点
な
ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
深
い

関
心
を
示
し
て
い
た
。

　

今
後
は
今
回
習
っ
た
キ

ム
チ
を
ベ
ー
ス
に
、
同
行

し
た
「
キ
ム
チ
の
シ
オ
ン
」

の
水
渕
さ
ん
や
綾
町
加
工

担
当
職
員
が
協
議
し
、
綾

町
産
有
機
農
産
物
を
使
っ

た
キ
ム
チ
の
試
作
品
を
作

る
予
定
だ
。
ま
た
、
公
民

館
で
の
キ
ム
チ
講
座
や
希

望
者
を
対
象
に
し
た
講
習

会
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。

　

食
を
通
じ
た
交
流
も
始

ま
っ
た
鎮
安
郡
と
の
民
間

交
流
。
鎮
安
郡
に
関
心
を

持
つ
町
民
も
増
え
て
き
て

お
り
、
今
後
も
お
互
い
の

心
が
こ
も
っ
た
交
流
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
強
く

願
う
。

鎮
安
郡
の
本
格
キ
ム
チ
を
学
ぶ
、

食
の
交
流
が
ス
タ
ー
ト
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ョ
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性
・
そ
の
つ
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が
り
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取
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豊
か
な
綾
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
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め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

綾
生
物
多
様
性
協
議
会
は
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成
24
年
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か
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調
査
や
全
町
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ー
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と
に
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し
た
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プ
ラ
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原
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す
る
、
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域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
ま
す
。
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役
場
ロ
ビ
ー
、
エ
コ
パ
ー
ク

推
進
室
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て
る
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覧
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き
ま

す
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濃
い
紺
色
で
、
通
常
は

山
林
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、
寒
く
な
る

こ
の
季
節
や
春
先
に
、
道
路
や
庭
先
な
ど

で
見
た
と
い
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
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シ
ー
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ミ
ミ
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し
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ち
帰
っ
た
こ
と
に
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ん
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す
。
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ロ
ウ
ミ
ミ
ズ
と
も

呼
ば
れ
、
ウ
ナ
ギ
釣
り
の
え
さ
に
使
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

コ
ラ
ム

『
シ
ー
ボ
ル
ト
ミ
ミ
ズ
』

　

バ
ー
レ
ー
ン
や
パ
ラ
グ
ア
イ
、ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
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フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
13
カ
国
の
駐

日
大
使
と
そ
の
家
族
20
人
が
、10
月

16
日
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町
を
訪
れ
ま
し
た
。
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リ
ン
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ッ
ク
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合
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や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
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３
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取
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。
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交
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。
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月
16
〜
19
日
ま
で
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綾
町
有
機
農
業

婦
人
部
の
メ
ン
バ
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と
加
工
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な
ど
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む
７
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く
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。
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く
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て
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び
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第
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歩
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て
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試
み
だ
。
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催
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会
が
行

わ
れ
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今
回
も
綾
町
訪
問
団
は
温
か
く
迎

え
ら
れ
た
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２
日
目
は
、
鎮
安
郡
か
ら
40

分
ほ
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れ
た
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州
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韓
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村
を
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問
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伝
統
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屋
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。
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れ
る

具
材
づ
く
り
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伝
統
蒸
し
豚
づ
く
り
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習
っ
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。
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味
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あ
る
キ
ム
チ
を
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む
が
、
一
般
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に
、
日
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や
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よ
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。
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菜
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。
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。
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「
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チ
の
シ
オ
ン
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使
っ
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作
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の
キ
ム
チ
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座
や
希

望
者
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対
象
に
し
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講
習

会
な
ど
を
企
画
し
て
い
る
。
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［まちの話題］
Aya Town News

高年者スポーツ大会
開催

　10月24日、町体育館で高年者

スポーツ大会が開催されました。

　高年者の皆さんが約600人参

加し、交流を深め、さわやかに汗

を流しました。

　玉入れ、ビン倒し、団対抗リ

レーなどのさまざまな競技が行

われた会場は、参加した保育所や

幼稚園の子どもたちとともにた

いへん盛り上がり、たくさんの笑

い声であふれていました。

綾町肉用牛総合支援センター完成

　10月17日に竣工式を終え、綾町肉用牛総合支援センターが完成しまし

た。当施設は、綾町が10年、20年後の肉用牛産地としての基盤を維持・拡

大するために、繁殖牛や育成牛、子牛など総合的な預託事業を行い、労力の

低減や一年一産に向けた生産性の向上、飼養規模の拡大など、新たな肉用

牛システムの構築を図るものです。

入賞おめでとう
ございます

　11月１～３日、長崎県、長崎市総

合運動公園かきどまり陸上競技場

で、第１４回全国障害者スポーツ大

会が開催されました。

　同大会に、宮原地区在住の藤村

かおりさんがフライングディスク・

ディスタンス競技に出場し、見事優

勝し優秀な成績を収められました

（記録／46.14ｍ）。

　今後のさらなる活躍を期待しま

す。おめでとうございます。

少年剣士たちが綾町に集う ～國廣杯少年剣道大会開催～

サツマイモの収穫

　11月5日、綾馬事公苑北側にある、ふれあい農園で各保育

所の年長児、幼稚園の園児と、綾小学校の1年生が、綾町高年

者クラブのみなさんの協力のもとに毎年恒例のサツマイモ

の収穫を体験しました。

　5月に植えたサツマイモの苗は、梅雨や暑い夏の間に、ぐん

ぐん成長し土の中にはたくさんのサツマが立派に育ってい

ました。

　そのイモ畑を、子どもも大人もみんな泥んこになりながら

夢中になって掘り、土の中から出てくるおイモを嬉しそうに

手に取り、「みてみて！とれたよ～♪」と畑には子どもたちの

元気な喜びの声があふれていました。

　今回のサツマイモの

苗植えと収穫の体験は

子どもたちにとって貴

重な食育体験となりま

した。

　11月１日、綾てるはドームで、第28回國廣

杯少年剣道大会が開催されました。

　郷土の偉人である名刀工田中國廣を顕彰す

るため開催されているこの少年剣道大会で

は、少年のたくましい体とねばり強い精神力

を養う目的で毎年多くの少年剣士たちが参加

しており、今年も県内から21チーム、約800

人が参加しました。

　大会は、個人の部、団体の部が行われ、小学

生の部は白虎、中学生の部は北辰館が優勝し

ました。町内の選手たちは惜しくも入賞でき

ませんでしたが、選手たちは最後まで気合の

入った声を会場に響かせながら、機敏な動き

をみせていました。

　また、会場には多くの観客が応援に訪れ、選

手たちが鋭い打ち込みを披露するたび、観客

席から大きな歓声が起こりこの日のてるは

ドーム内は、終日熱気にあふれていました。

記念植樹

　10月22～26日、V・プレミア

リーグ所属バレーボールチーム、

パナソニックパンサーズのトレー

ニングキャンプが行われました。

　プロのバレーボールチームの

キャンプが行われるのは初めてと

いうこともあり多くのファンが訪

れ、迫力あるプレーに声援を送っ

ていました。また、バレーボール教

室では、小学生たちが一流の選手

から直接指導を受け一緒にプレー

をし、貴重な時間を過ごしました。

パナソニックパンサーズ
トレーニングキャンプ

　10月21日、ふるさと納税のお礼

の品の旅行商品を利用した第１号

として小美濃さん家族が東京から

来町し記念植樹を行いました。

　小美濃さんは「宮崎への交通費、

レンタカー代、宿泊費の３点セット

であちこち観光できる点に魅力を

感じ、綾町を選び納税しました。今

回は観光名所めぐりがメインでし

たので、次回は綾町で工芸品づく

りなども体験してみたいです」など

と話していました。

＜施設概要・規模＞

全体面積　53,500㎡

(うち施設用地面積　24,300㎡、飼料畑用地面積　19,900㎡)

授乳牛舎１　　　　　　 １棟（繁殖牛30頭、子牛30頭収容）

授乳牛舎２　　　　　　 ２棟（繁殖牛128頭　子牛128頭収容）

繁殖・不妊・育成牛舎　　 １棟（繁殖牛56頭収容）

飼料庫　　　　　　　　 １棟

堆肥舎　　　　　　　　 ２棟

堆肥発酵処理施設　　　 １棟

看視舎　　　　　　　　 １棟

写真（左）　末吉隼人さん（宮原地区）
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りなども体験してみたいです」など

と話していました。

＜施設概要・規模＞

全体面積　53,500㎡

(うち施設用地面積　24,300㎡、飼料畑用地面積　19,900㎡)

授乳牛舎１　　　　　　 １棟（繁殖牛30頭、子牛30頭収容）

授乳牛舎２　　　　　　 ２棟（繁殖牛128頭　子牛128頭収容）

繁殖・不妊・育成牛舎　　 １棟（繁殖牛56頭収容）

飼料庫　　　　　　　　 １棟

堆肥舎　　　　　　　　 ２棟

堆肥発酵処理施設　　　 １棟

看視舎　　　　　　　　 １棟

写真（左）　末吉隼人さん（宮原地区）




